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午前１０時００分 開 議

○議長（吉田清孝君） 皆さん、おはようございます。

これより、本日の会議を開きます。

○議長（吉田清孝君） 本日の議事は、議事日程第４号をもって進めます。

日程第１ 一般質問

○議長（吉田清孝君） 日程第１、一般質問を行います。

質問通告書によって、順次質問を許します。

６番佐々木克広君の発言を許します。

なお、佐々木克広君からは、一問一答方式によりたいとの通告がありますので、こ

れを認めます。６番佐々木克広君

【６番 佐々木克広君 登壇】

○６番（佐々木克広君） おはようございます。政和会所属の佐々木克広でございま

す。

今、世界はコロナ禍で大変な状況ですが、第１波が収束した日本も慢心できま

せん。新型コロナウイルスで亡くなられた皆様には、心からご冥福をお祈りいたしま

す。

また、きょう傍聴席においでいただきました男鹿市政に関心をお持ちの皆様に、深

く感謝申し上げます。

それでは、通告に従いまして質問させていただきます。よろしくお願いいたしま

す。

まず１番目に、観光振興に関する質問です。

男鹿市への観光客を呼び込む戦略策定等環境整備について。

今年度の男鹿市経済は、新型コロナの影響により、飲食業や観光産業を含むさまざ

まな業種へのダメージが強い印象です。このような状況において、観光庁が動向を注

視しているものとして、ホテル・旅館の予約から客室管理、請求まで処理する宿泊施

設の時間システム「プロパティ・マネジメント・システム（略称ＰＭＳ）」やサイト

コントローラー等があります。観光庁が注視する背景として、ＤＭＯに対し、地域を
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訪れる観光客のデータを継続的に収集・分析し、データに基づいて戦略策定等に取り

組むことへの期待があります。これらを踏まえ、男鹿市は地域再生のための整備計画

を含め、どのように取り組んでいく方向なのかお伺いいたします。

まず、ＤＭＯが地域を訪れる観光客のデータを継続的に収集・分析し、データに基

づいて戦略策定等に取り組むことへの男鹿市の方針について。

次に、東北地方各県とＪＲとの共同観光キャンペーンなどを想定した場合の近隣自

治体、事業者とのＰＭＳやサイトコントローラーの共同導入や連携・標準化等の可能

性について。

そして、地域再生計画及び男鹿駅周辺整備計画との関連性についてお伺いします。

２番目に、教育・福祉に関し、児童・生徒の学習進捗おくれ等対策について。

ことしは新型コロナの影響で学校教育における学習計画、進捗にばらつきが出てい

ると懸念します。夏休み短縮に伴う教育環境、温度上昇やきょねんよりも短い時間で

従来と同じ教育法、あるいは詰め込み教育では十分な教育、学習、成果達成が困難と

考えます。

また、新型コロナの影響により、多くの家庭の経済環境も厳しいことから、学習塾

などの有料教育サービスを受けることも、ＴＯＥＩＣ等資格受験も文化スポーツ活動

を続けることも困難になりつつあります。

そこで、男鹿市における児童・生徒の学習進捗おくれ等への対策について、次の３

点についてお伺いします。

まず、テレワークを含むＩＣＴ活用、エアコンを含む空調整備など、教育学習の時

間効率向上策について。

次に、経済的困窮児童・生徒への食費や教材費、資格受験費、文化スポーツ助成費

など、経済支援策について。

そして、新型コロナ感染流行再来に備えた自習用講義映像コンテンツ作成等につい

て伺います。

３番目に、地震・津波防災に関し、津波防潮壁・防災センター等整備について。

ことしは１９８３年（昭和５８年）５月２６日に発生した日本海中部地震から３７

年が経過しましたが、港利用者減少中の男鹿市では、港へつながる道路など堤防の切

り目を有事の際に防ぐ津波防潮壁の整備が進んでいません。このままでは津波が堤防
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の隙間から容易に住宅地まで侵入し、道路、線路、住宅の地盤流出や多くの人命が危

険に遭遇すると危惧します。

また、秋田県消防広域化推進計画に関連し、国家石油備蓄基地配備地区を含む男鹿

市の役割を考えると、大災害等有事に対応可能な防災センター機能を持つ消防・防災

複合施設への取組が必要と考えます。

そこで、津波防潮壁と防災センター等の整備に関する市長の考えについてお伺いし

ます。

まず、港利用者の減少に伴う港周辺環境整備コスト負担対策について。

次に、津波防災を目的とした防潮壁の整備主体について。

そして、消防広域化推進に伴う防災センター等兼用施設整備についてお伺いしま

す。

４番目に、財政再建に関し、公共施設の広域利用について。

人口減少中の男鹿市では、公共施設の維持コストが市の財政を圧迫し続けます。ま

た、公共施設の有効活用のためには、利用人口をふやす施策が望まれます。

そこで、文化スポーツや防災等に関する公共施設の広域利用について、次の２点に

ついてお伺いします。

まず、文化スポーツ施設や防災施設を含む複合公共施設の広域利用について。

次に、指定管理施設のこれからの活用内容と行政サイドの協力体制についてお伺い

します。

５番目に、雇用促進に関し、市としての新エネルギー構想取組について。

これまでの新エネルギー事業は、地元雇用促進に貢献しましたが、一部地域でテレ

ビ電波受信に障害が出るとか、洋上風力発電等の新事業が既存事業と競合するなど、

複雑な状況が懸念されます。

そこで、市としての新エネルギー構想への取組について、次の３点をお伺いしま

す。

まず、新エネルギー構想に必要な市内人材の育成について。

次に、再生可能エネルギー源をもとにしたエネルギー政策基本方針の施策体系政策

ⅠからⅢの中で、第２期秋田県新エネルギー産業戦略との男鹿市としてのかかわり方

について。
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そして、港湾との一体的な利用を含めた関連産業（メンテナンス業者等）の振興に

対しての男鹿市の考え方についてお伺いします。

以上で１回目の質問を終わります。

○議長（吉田清孝君） 答弁を求めます。菅原市長

【市長 菅原広二君 登壇】

○市長（菅原広二君） 皆さん、おはようございます。

佐々木議員のご質問にお答えします。

ご質問の第１点は、本市への観光客を呼び込む戦略についてであります。

まず、ＤＭＯのマーケティングに基づく戦略策定についてであります。

観光地域づくりを行う舵取り役となるＤＭＯの「Ｍ」はマーケティングを指してい

ることから、市としましても、マーケティングに基づくＤＭＯの観光戦略立案やその

実行に期待しているところであります。そのため、市では国の地方創生推進交付金を

活用しながら、本地域のＤＭＯである男鹿市観光協会と一体となって事業を進めてお

り、今後も強力にバックアップしてまいります。

次に、ＰＭＳ及びサイトコントローラーの共同導入などの可能性についてでありま

す。

本市内における宿泊施設のインターネット等による予約システムの導入状況には差

異があるほか、各施設における顧客情報は経営上、非常に重要なものであることか

ら、情報の一元化には慎重に対応すべきとの意見があります。

このようなことから、観光庁の「観光地域づくり法人による宿泊施設等と連携した

データ収集・分析モデル事業」の活用に当たっても、ＤＭＯと男鹿温泉郷協同組合で

検討した結果、応募を見送っており、共同導入や連携、標準化等をＤＭＯが推進して

いくことに対し、課題は多いと伺っております。

次に、地域再生計画及び男鹿駅周辺整備計画との関連性についてであります。

男鹿版ＤＭＯを核とした地域ブランドづくり推進事業は、現行の地域再生計画に基

づき、平成３０年３月に認定を受けたものであります。そのため、男鹿駅周辺整備と

の関連性を直接的に位置づけるものではございません。

しかし、今後、魅力が向上する男鹿駅周辺エリアを生かした誘客を促進すること

が、本市の観光振興にも大いに寄与することから、ＤＭＯによる旅行商品造成やイ
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ベント実施などを積極的に促進していく必要があると認識しております。

ご質問の第３点は、津波防潮壁・防災センター等の整備についてであります。

まず、港湾周辺環境整備のコスト負担対策についてであります。

船川港の港湾区域においては、港湾管理者である県が主体となって、公共岸壁や緑

地、臨港道路などの港湾施設に係る整備や維持管理を実施しているものであります。

市としましては、これまでも港湾施設の耐震化など、港湾の整備促進や適切な維持

管理に向けて、国や県への要望活動を行ってまいりましたが、今後も、より緊密に意

見交換や情報共有を図りながら、港周辺の環境整備の促進に努めてまいります。

次に、津波防災を目的とした防潮壁の整備主体についてであります。

本年３月、県が実施主体となり、船川港港湾区域内に津波による港湾労働者や港湾

利用者の被害の軽減を目的とした船川港津波避難タワーが整備されましたが、防潮堤

や防波堤などの整備についても、この避難タワーと同様に、県が実施主体になるもの

であります。

しかしながら、防潮堤の整備に多額の事業費を要することから、県では、津波避難

タワーや漂流物対策施設の整備を先行して実施している状況にあります。

次に、消防広域化推進に伴う防災センター等兼用設備についてであります。

秋田県消防広域化推進計画は、平成３０年３月に国の「市町村消防の広域化に関す

る基本方針」が改正されたことを踏まえ、県において、新たに自主的な市町村の消防

広域化の推進に取り組むことを内容として、市町村や消防機関等で構成する秋田県消

防広域化検討会での協議を踏まえながら、本年６月５日に策定されたものでありま

す。

計画では、令和６年度までに広域化のメリットが最も大きいとされる「全県一区」

を将来のあるべき姿の一つとしながら、広域化対象市町村の組合せや時期、高機能消

防指令センターの共同運用等について、市町村、消防本部と県が共同で秋田県消防広

域化に係る協議会を設置し、検討を進めることとしております。

消防防災複合施設の新設については、広域化の組合せや施設整備に関する協議等に

より状況が変化することも想定されることから、現時点では考えていないものであり

ます。

ご質問の第４点は、公共施設の広域利用についてであります。
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まず、複合公共施設の広域利用についてであります。

これまで男鹿駅伝競走大会、なまはげカップ中学生バスケットボール大会など、大

規模なスポーツ大会を男鹿総合運動公園で開催することにより、市内外から多くの利

用者が訪れている状況にあります。

また、本年７月には、男鹿市総合体育館のトレーニングルームにルームランナー３

台を新規に設置し、魅力ある施設環境を整えることで、市民の利用はもとより、市外

在住者の利用促進も図っていくこととしております。

今年度は、多くのスポーツイベントが新型コロナウイルスの影響で中止となりまし

たが、今後の開催に向けては、開催手法、内容等を検証し、より多くのチームから出

場していただけるような魅力ある企画に磨き上げることにより、施設のさらなる利用

者増につなげてまいります。

次に、指定管理施設のこれからの活用内容と行政サイドの協力体制についてであり

ます。

公の施設の指定管理者制度の本質は、安全で快適な利用環境を、公平かつ継続的に

利用者に提供することにあります。また、指定管理者を指定した後は、指定管理者が

当該公の施設の設置目的を理解し、適切な管理運営を実施し、良好なサービスを提供

しているかを把握するためにモニタリングを行うことが重要であります。

これまでも指定管理に関する基本協定書等に基づき、管理業務の実施状況及び収支

状況等に関し、随時説明を求めるとともに、確認を行い、必要な指示を行うよう留意

しているところであります。

今年度中には、本市の指定管理施設の約８割に当たる４１施設の指定管理期間が満

了となることから、更新手続を進めるに当たり、指定管理者による管理運営の適正を

図るため、モニタリングの基準を作成してまいります。

モニタリングは、すべての指定管理者制度導入施設において運用し、モニタリング

結果の公表などを通じて、官民一体となって施設のサービス水準の向上に努めてまい

ります。

ご質問の第５点は、新エネルギー構想への取組についてであります。

まず、新エネルギー構想に必要な人材の育成についてであります。

再生可能エネルギー産業に携わる技術者等の育成については、事業者において個別
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に取り組まれているものと認識しております。

市としましては、今後の再生可能エネルギー導入拡大に適切に対応できるよう、幅

広く情報収集に努めるとともに、事業者や地元高校と連携を図りながら、人材育成の

可能性を探ってまいります。

次に、第２期秋田県新エネルギー産業戦略との市としてのかかわり方についてであ

ります。

秋田県新エネルギー産業戦略では、再生可能エネルギーの導入拡大などの政策が記

載されており、本市においては、洋上風力発電へのかかわりが今後ますます大きく

なってくることが予想されます。

洋上風力発電は、国内においても先進的な取組であり、売電収入の地域還元など新

しい試みもあることから、今後とも事業者と漁業関係者、地域住民が共存共栄できる

事業となるよう、国・県及び関係機関等との連携に努めてまいります。

また、陸上風力発電や太陽光発電についても、引き続き事業者との情報共有を十分

に行い、地域の理解を得ながら事業を進められるよう取り組んでまいります。

次に、港湾との一体的な利用を含めた関連産業の振興についてであります。

現在、秋田県沿岸等で洋上風力発電施設の建設計画が進められておりますが、建設

後の施設維持管理に際しては、資材倉庫や事務所、燃料補給基地など、多くの機能が

必要であり、その拠点として県内港湾の活用が想定されております。

市としましては、静穏な海域を有する船川港の特性を生かした産業面での利用を引

き続き促進していくとともに、洋上風力発電のメンテナンス拠点としての活用に向け

た国や県、事業者等への働きかけなどを推進していくことにより、港湾資源を最大限

に活用した産業振興を図ってまいります。

児童・生徒の学習進捗おくれ等対策に関する教育委員会が所管するご質問について

は、教育長から答弁いたします。

以上であります。

○議長（吉田清孝君） 栗森教育長の答弁を求めます。栗森教育長

【教育長 栗森貢君 登壇】

○教育長（栗森貢君） 教育委員会の所管に係るご質問にお答えいたします。

ご質問の第２点は、児童・生徒の学習進捗おくれ等対策についてであります。
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まず、教育学習の時間効率向上策についてであります。

市内小・中学校では、年度当初の年間指導時間数は、学習指導要領に定められてい

る標準時数より多く計画されており、学習のおくれは解消される見通しとなっており

ます。

また、夏休みを短縮し、５日間の授業日を確保することにより、余裕をもって学習

の定着を高めることができるものと考えております。

市内小・中学校におけるＩＣＴ活用については、ＧＩＧＡスクール構想のもと、本

市でも児童・生徒１人１台のタブレット端末の整備を今後進めていく予定となってお

ります。

あわせて、各校のホームページを整備し、各校の情報がより発信しやすい環境づく

りに努めてまいります。

エアコンを含む空調整備については、市内小・中学校におけるエアコンの必要性は

高いと考えております。今後、多目的教室、図書室及び職員室など、学校ごとの事情

を考慮し、設置について検討してまいります。

次に、経済的困窮児童・生徒への支援についてであります。

本市については、準要保護世帯への補助として、保護者の申請に基づき給食費や教

材費等の援助を行っております。

今年度は現在申請を取りまとめ中でありますが、令和元年度は、小学生１５６名、

中学生８６名に就学援助を行っております。

新型コロナウイルス関連では、準要保護児童生徒に対し、４月２１日からの休業期

間中における８日間の昼食代を支援すること、また、市内全小・中学生の７月から９

月までの３カ月分に当たる計４７日分の給食費の補助を行ってまいります。

資格受験費、文化スポーツ助成費等については、市教育委員会においては、助成等

行っていないものであります。

次に、新型コロナウイルス感染流行再来に備えた自習用講義映像コンテンツの作成

についてであります。

家庭での映像コンテンツの活用に向けては、家庭でのＷｉ－Ｆｉ環境の整備状況な

どについての調査の結果、約８割強の家庭で環境が整っていることを把握しておりま

す。
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市教育委員会といたしましては、タブレット内にオフラインでも活用できる学習

コンテンツを盛り込むほか、学校ホームページを活用しての課題提示や文部科学省で

推奨している「子供の学び応援サイト」等を紹介し、自宅での学習をサポートしてい

く予定でおります。

市教育委員会における学習コンテンツの作成については、今後研究してまいりたい

と考えております。

以上でございます。

○議長（吉田清孝君） 再質問ありませんか。６番

○６番（佐々木克広君） ご答弁ありがとうございました。

最初にまず１番目の観光振興の部分のＤＭＯが地域を訪れる観光客のデータを継続

的に収集・分析し、データに基づいて戦略策定等に取り組むことへの内容ですけど

も、今回、先ほどの答弁で、この内容については見送ったという、多分これが今、観

光庁の方から出ているものと思いますけども、これは国として、観光庁として、これ

から進めていく事業がＤＭＯに対して必要じゃないかということだと思いますけど

も、内容的には多分大きい地域での活用は今の段階ではあるだろうけども、男鹿市の

場合であれば今の段階であれば、それほど効率的なものはないんじゃないかなという

判断をしていると思いますけども、やはりこれからはデータをやっぱり収集して、そ

れによってさきの計画を考えていく方向性になっていくと思いますので、ことしは５

月３１日で申込みの方も締め切られていると思いますし、モデル地域としての今回の

申込みを受けた地域で行うと思います。その結果をもとにしながら男鹿市でも、観光

庁がこれから何年間この方向性でいくとすれば、この中にどういう態勢で男鹿市が取

り組んでいって、今、雲昌寺のいろいろなイベント等あったりするときにも、そうい

う方向性も含めて男鹿市全体の観光行政の部分でどうするかというところは、多分か

かわってくると思いますので、それを検討しながら、いろんな部分で活用できる、そ

して、今の段階でこれに申し込まなくても、これに対しての何か取組方として、今の

ＤＭＯではデータを取ったりしていろいろやっているとは思いますけども、その考え

方があるかお伺いします。

○議長（吉田清孝君） 小玉観光文化スポーツ部長

【観光文化スポーツ部長 小玉博文君 登壇】
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○観光文化スポーツ部長（小玉博文君） それでは、お答えいたします。

ＤＭＯのデータ収集・分析の考え方でございますけども、ＤＭＯが備えなければな

らない要件として、やはりデータ分析、それに基づく戦略の策定というものがござい

ます。でありますので、まず当然にしてＤＭＯとして、データ収集・分析というもの

は行っていくということになります。

今現在どういったことに取り組んでいるかということでございますけども、今、

レンタサイクル事業ということで取り組んでおりまして、それにＧＰＩを備え付けて

おりますので、その利用者がどういったところに立ち寄っているのか、そういったこ

となどについてデータを収集し、それをまず分析するということを昨年度から取り

組んでいるところでございます。

そのほかに、インターネットを活用しまして、男鹿の観光施設、あるいは観光拠

点、そういったところの評価、どういった評価をいただけるのかということで、そう

いった調査も昨年度から引き続き実施することとしております。

こういったデータ収集を踏まえながらですね、まずこれから男鹿の観光をどうして

いくのかと、どうやって誘客を促進していくのか、そういったところについて整理を

していくことにしております。

議員からお話のありましたＰＭＳ、そういった導入につきましては、先ほど市長が

申し上げたとおりでございます。まずこれからモデル事業として先行する地域もござ

いますので、そういった情報収集して、こちらの地域で導入が可能なのかどうかとい

うあたりは、また研究してまいりたいと考えております。

以上であります。

○議長（吉田清孝君） ６番佐々木議員

○６番（佐々木克広君） ありがとうございます。本当にそういう形で取り組んでいか

なきゃいけないと思いますし、やはり成功している、雲昌寺のような成功している事

例があるものも含めて、失敗というか、成果が出ないものも、そういうところに結び

つけていくためには、やっぱり男鹿だけじゃなくて、ほかと比べたりして、そういう

ところをデータ収集して、プラットフォームシステム的なものを含めながら、やっぱ

り今回のこの事業に関しては人件費とか出ないような補助システムになっていると思

いますけども、負担のかからないように取り組めるような方向性を、これから何年間
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もこういう形で国の方の補助体制が進んでいくとすれば、そういう方向に取り組んで

もらえればと思います。

それでは、その中で２番の方は同じ内容ですので、３番目の方の地域再生計画及び

男鹿駅周辺整備計画との関連性についてですが、地域再生計画はオガーレの複合観光

施設のための計画ということになっていたとは思いますけども、令和３年までの５カ

年の計画という形の中の計画書だと思います。複合観光施設をそういう形で利用して

いくために、ＤＭＯも含めて活動していくというような内容になっていると思います

けども、この中で東京オリンピックとかそういうところにも関連して誘客を含めて、

いろんな観光施設をしていくというふうにうたっていると思いますけども、今回、東

京オリンピック延期になりましたけども、男鹿市として東京オリンピックにかかわる

のは、聖火ランナーの部分はあったと思いますけども、ほとんど何か見えなかったよ

うな気がします。そこの部分、今回１年延期なりまして、来年度過ぎてからやるとい

う話になりますと、それに向けた取組というのは、コロナ禍で今そういう状況はあま

り見えないんですけども、やはり取り組んでおくべきではないかという私の考え方が

ありまして、近隣の大潟村にはデンマークから来るボートのオリンピック関係の方々

が来るような、そういう誘致活動も行っていますので、やはり近隣市町村としてそう

いうところに取り組みながら、どういうインバウンド系のお客さんを含めてどういう

形でそういうものを利用していけるのか、やはりそういうところが今から一応計画と

かいろんな見方をして協議していくべきじゃないかと思っています。

それから、そのほかに万博も始まる予定になっているわけですけども、それに対し

ても男鹿市として誘客をするときに、どういう形でそういうところに取り組んでいく

のかということを含めながら、どう考えているのかと。

それと、男鹿駅周辺整備もオガーレ近辺のやはり中心として男鹿市全体の活性化を

目指すためであれば、やはりその利用方法を含めて、やはり今からそういう方向性に

ついてどうなのかということをやっぱり検証、協議、やっぱりしていくべきであっ

て、もともとの計画も今の状況でどうなっていくかも含めてやっていかなければいけ

ないと思うんですけども、その辺の考え方はどうなっているのかお聞きします。

○議長（吉田清孝君） 小玉観光文化スポーツ部長

【観光文化スポーツ部長 小玉博文君 登壇】
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○観光文化スポーツ部長（小玉博文君） それでは、はじめに、複合観光施設の活用と

いうことでございますけども、まず、市長が申し上げたとおり、オガーレというの

は、やはり市民のみんなの施設ということで、観光・物産の拠点という位置づけで整

備をさせていただいたところであります。それをやはり最大限に活用して、やっぱり

誘客を促進していくということが当然求められております。でありますので、当然Ｄ

ＭＯとも今後連携をしながら、それを活用した例えばツアー造成とか、そういった仕

掛けを今後も展開していきたいと考えております。

次に、二つ目ですけれども、東京オリンピックと絡めた対策として何か考えている

のかといったことにつきましては、まず聖火ランナーが今回残念ながら中止となって

しまったわけでございますけども、来年度もまず引き続きそれについては開催できる

ように今、県と協議しながら模索している状況であります。

また、大潟村のような誘致については、今現在のコロナ禍によって、なかなか海外

から今、誘客するというのはなかなか難しい状況であるということでとらえておりま

す。でございますので、直ちに今すぐスポーツ合宿などで海外から誘客を図るという

のは非常に難しいと思っています。しかしながら、将来的に当然男鹿市にも体育施設

たくさんございますので、それをやっぱり最大限に生かしていくということも、そう

いう観点も必要でありますので、今ある補助金、誘客補助金などの拡充といったこと

も当然視野に入れながら今後考えていきたいなと思います。

それから、オガーレの活性化に向けた取組でございますが、これにつきましては、

先ほど申し上げましたとおりオガーレというのは観光・物産の拠点でございますの

で、市といたしましてもそういった利用実態、あるいは会社の経営状況、そういった

ものを総合的に見ながら、オガーレを運営する株式会社おがともしっかり協議をして

まいりたいと考えております。

以上であります。

○議長（吉田清孝君） ６番佐々木議員

○６番（佐々木克広君） ありがとうございます。オガーレ含めて男鹿駅周辺整備の方

は企画政策課の方の担当なのかわかりませんけども、私があわせて何で質問してるか

というと、土地所有とかというのは企画政策課の方でやっていると思いますけども、

これは市長の答弁の中で、縦軸だけじゃなくて横軸も含めて市の職員体制を行ってい
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きたいと。それが男鹿市の発展につながるんだということですので、結局これに関し

ても計画を立てていくのは、やっぱり男鹿まるごと売込課の方の観光文化スポーツ部

の方の担当なんじゃないかなと思っています。なので、やはり土地所有を今一生懸命

頑張りながら整備を、男鹿駅周辺整備をしていく中で、やはりあわせてそういう先の

計画みたいなものがやはり出てこないと、市民に対しても先行きがどうなのかはっき

り見えてこないと思いますので、やはり今の時点、コロナ禍の中で大変なことはわか

りますけども、この先のことは、やはり早め早めに計画、そしてだめなところを見直

していくような方向性をつけてもらえればと思いますし、オガーレというのも市長が

言ってるとおり、地域産業の活性化を含めてやっていくということですし、男鹿駅周

辺整備も含めてそういうものが必要になってくると思います。今回、新型コロナの影

響で男鹿市の産業を含めて飲食店とかでも、今回の市の施策で大変喜んでいました。

近隣の方から来てお店開いている人も含めて、すぐその２０万円の補助がもらえて、

「いやぁ男鹿市はいいな」という話を随分してくれましたので、そういうことがある

中でこの先の整備していくものに関して、地域産業がどれくらいかかわっていくのか

という、やっぱり目に見える計画を作成してもらって協議してもらいたいと思ってい

ます。３番の質問はこれで終わります。

それでは、続きまして、２番目の教育・福祉の方のテレワークを含むＩＣＴ活用、

空調整備、エアコン等を含む教育学習の時間効率向上策について、先ほど教育長の方

から答弁ありましたけども、これ１、２、３番含めて全体的に同じような内容ですの

で、含めての再質問としたいと思いますけども、前に一般質問の中でエアコンが必要

じゃないかといったときに、学校の温度体制というのはどうなっているのかというこ

とを質問したと思いますけども、それは調査しますという話をされたと思うんですけ

ども、現段階でその調査結果というのはあるのでしょうか。

○議長（吉田清孝君） 栗森教育長

【教育長 栗森貢君 登壇】

○教育長（栗森貢君） まず、ただいまのご質問ですけれども、気温の変化というか、

気温の状況についてお答えいたします。

２０１５年から２０１９年までのまず５年間を調査をいたしました。７月から９月

までということで、平均ですけれども、９２日間ある中で２５度以上の夏日は６３日
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が平均でした。その中で３０度以上の平均日数は１４日間ということでした。学校に

当てはめますと、その７月から９月までの授業日が４１日間ありまして、２５度以上

が２４日間、その中で３０度以上は５日間。それから、教職員に関してですけれど

も、勤務日というふうに考えていただいていいんですけれども、５８日あるうち２５

度以上は３９日間、そして３０度以上は８日間ということでした。

これは気温でしたので、学校は外気温より教室は大体２度から３度くらい高いとい

うことを念頭に置いていただければありがたいと思いますが、一応個々の学校におけ

るというところもまた含めてご検討いただければと思っております。

以上です。

○議長（吉田清孝君） ６番佐々木議員

○６番（佐々木克広君） ありがとうございます。今の状況を聞いた中でも、やはりか

なりやっぱり温度は高い中で生徒は勉強していると思います。エアコンを財政的な部

分もあって、ここ２日間の一般質問でもいろんな方が質問していますけれども、予算

的な問題でつけられないのか、必要なくて、今の子どもたちが今の現状で、誰もいい

とは思ってないと思うんですけども、どうしていった方がいいのか、予算関係とか、

これから学校統合があるので、逆にいわせれば、施設とすれば活用部分でむだにな

るんじゃないかとか、いろんな考え方があるとは思いますけども、多分学校施設はす

べて避難所になっていると思うんですよ。今の避難所というのは、高齢者を含めて避

難しなきゃいけない態勢の施設です。ほとんどの施設がエアコン等はついていない、

図書館とか、さっき言ってるとおり保健室はついていると思うんですけども、体育館

を含めてほとんどついていない状況が、今の古い施設は当然のようについていないと

思います。その中でコロナ禍しているこういう状況の中で、人が密集してはいけない

とかなっている中であれば、学校としての授業体制だけではなくて、市民が避難した

ときのためにも、やはり今の学校施設にはそういう部分でエアコンは必要なんじゃな

いかと。先ほども申し上げたように、市長が横軸でいろんなことをしていくべきだと

いう中であると、予算的な部分でも今の段階ではどういう捻出があるのかは別にし

て、災害施設と、避難所としての施設としての整備と学校の子どもたちの部分を考慮

しながら、予算を教育委員会の予算だけじゃなくて別の予算も取り入れながら、今、

５，０００万円くらいっていう話が前のときに議会の方に話がありましたけども、そ
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ういう捻出を考えるべきではないかと。それがもしできないとすれば、今の現段階で

何が原因があるのかちょっと、これは教育委員会じゃないと思いますけども、ご答弁

願えればと思います。

○議長（吉田清孝君） 佐藤総務企画部長

【総務企画部長 佐藤透君 登壇】

○総務企画部長（佐藤透君） お答えいたします。

学校のエアコンの設置の部分については、昨日までの一般質問の中でいろいろやり

取りさせていただいているところであります。昨日も設置については今後検討してい

くと。また、その財源についても含めての検討ということで答弁させていただいてい

るところであります。その考え方については変更のないものでありますし、今、議員

からおっしゃられたように避難所という面からであれば、今後の防災・減災等の全体

的な計画の中でその避難所、今回、国の方からも避難所の拡大等について、もっとい

ろんなところを避難所に設置すべきだという指針も出ておりますので、その辺の計画

とあわせて学校における避難所の環境整備という部分については、今後検討していく

ことになろうかと思います。

○議長（吉田清孝君） ６番佐々木議員

○６番（佐々木克広君） ありがとうございます。どういう形であれ、早く子どもたち

が涼しい環境でできるように、いろんなことを考えながら早めにつけれるようにして

もらえることの方が必要じゃないかということを感じていますので、その辺を検討し

て、できるだけ足りなくなっている地域の子どもたちの環境をよくしてもらいたい。

近隣市町村、この前の一般質問でもみんなついていますっていう話になると、男鹿

市に住んでても、いやぁ男鹿だばエアコンねがら、潟上さ行げばあるんだなっていっ

て出ていく人もふえないとも限りませんので、できる限りやっぱり近隣市町村の子ど

もたちの環境よりは上にいくか、並行なれるような体制は、これから行政サイドとし

ても市の方で必要じゃないかと強く思っております。

それでは、続きまして、この中身の中で資格受験費とか文化スポーツ等の助成はし

ていないということなんですけども、ＴＯＥＩＣという資格というのは、今は評価、

企業から含めて、高校入学の推薦の範囲の中にもあったりしてて、確かに学校の中で

は別の部分でそういうことはやっていると思うんですけども、この資格がある、３年
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に１回の評価とかなんでしょうけども、まず必要であればそういう部分も考慮しなが

ら、今回みたいになかなか今の段階では男鹿市の場合はコロナウイルス出てませんの

であれですけども、出るような態勢になったときに、やっぱりそういうことも自宅で

やっていく子どもたちにとっては、そういうことも必要になるんじゃないかと。

タブレット等いろいろ整備していく中でも、この３点目に話した自習用講義映像

コンテンツというのは、ＹｏｕＴｕｂｅでもどこでもいいんですけれども、先生方が

テレワークで子どもたちに授業をしたとしても、それがそのときで終わるんではなく

て、ほとんどの先生方は同じことを何回も同じ授業として取り入れてやっていると思

います。なので、１回録画したものであれば、見落として見れなかった子どもも、ま

た、それを活用したりできるんじゃないかと。なので、そういういろいろ内容は考え

ていると思うんですけども、そういうことをすることによって先生の負担も減ってい

くだろうし、逆に子どもたちにも同じ授業を何回もわからなければまることもできた

りする環境も整うと思いますので、こういう機会にそういうことも含めながら検討し

てもらえればと思っています。なかなか大変だと思いますけども、今の段階で、ずっ

となければ大変いいことなんですけども、そういう環境になったときには大変だと思

います。

あとそれから、夏休み足りなくなれば学校にいる時間がふえるということなので、

そうすると、暑い時間、学校にいるということもふえるということなので、結局は学

校でやっぱり授業する態勢に対して、やっぱり今の段階では扇風機とかいろいろ準備

しているみたいですけども、エアコンをつくまでの間はやっぱりいろんなことを考慮

して子どもたちの健康、特に本当に熱中症等は大変なので、そういうところを含めな

がらやっていかないといけないと思っていますので、そういう取組方については、い

ろいろなことがあると思うんですけども、先ほどの答弁の中にもありましたけども、

何か変わったところでやっていくようなところあったらよろしくお願いします。

○議長（吉田清孝君） 栗森教育長

【教育長 栗森貢君 登壇】

○教育長（栗森貢君） 今ほどご質問がありました映像コンテンツ等について、Ｙｏｕ

Ｔｕｂｅ等での授業の様子をそれで配信してはどうかということで、非常に我々の方

でも考えているところです。今回のように学校で学んでいた子どもたちが家庭で長く



- 237 -

すごさなければいけない、しかしながら、その中で学びの保障というか、学ぶことを

どうしたらできるのかということについて考えていくと、どうしてもオンライン授業

とかということが、どうしても話題になりました。そのためには、じゃあそういった

タブレットなどの端末がどうしても必要になってくるということです。今度、まずタ

ブレットが今回の本会議でもし通ることができれば実現することになります。それを

いかにして活用していくかということになります。

それで、先ほどもご答弁させていただきましたが、文部科学省でもホームページ見

ますと、子供の学び応援サイトというのを見ますと、教科書会社の協力も得て、非常

にたくさんの、そしてまた、英語関係でも非常にすぐれた動画映像が配信されており

ます。そういったものをまず使うということも、あるいはそういうのにアクセスして

みて、触れてみて、そしてそういったもので何が自分にとって学べるのかなというこ

とを知ることも、とてもいい機会ではないかなと思います。

それから、あと、離れていて大事なことは、学校の先生が子どもとどうつながって

いくかということだと思います。「元気ですか」という問いも大事だと思いますし、

授業だけではなくて、こういうふうにして勉強すると皆さんいいですよという、そう

いったアドバイスもとても大事なことではないかなというふうに思っています。です

から、授業することだけが大事なのではなくて、そういう子どもの安否を確認した

り、それから子どもの生の声を映像を通して先生が知るということもとても大事なこ

とだと思いますので、いろんな面で活用の仕方はあるのではないかと思いますので、

学校の先生方の授業の、全てでなくても１０分、２０分の映像を配信することもこの

後考えながら、より良い活用の仕方を工夫していきたいと思います。

○議長（吉田清孝君） ６番佐々木議員

○６番（佐々木克広君） ありがとうございました。いろいろな形で取り組んで、子ど

もたちが本当に安心できて、また、先生方もそういう負担があまりかからないような

環境でやれるように検討してもらえればと思います。

それでは、３番目の地震・津波防災に関しての質問の中の１番の港利用者の減少に

伴う港周辺環境整備コスト負担、それから、津波防災を目的とした防災壁の整備主

体、それから消防地域化推進に伴う防災センター兼用施設整備についての再質問にな

りますけども、これに関して先ほど市長の方からありましたけども、確かにコストが
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かかって津波壁、逆にいわせると防潮壁をやるのは大変だと思いますけども、今の段

階で、日本海中部地震のときに津波が来て、私は地元が五里合なんですけれども、そ

の頃、消防署にいて津波で出動していましたけども、椿漁港に行って椿漁港の湾が何

もなくなったり、そういうのを見たりして、五里合の方は後から知ってなんですけど

も、海抜にはなっているんですけども、６メートルくらいの津波で、どこから海水が

浸入しているかというのは、あの周りの堤防で一応とまっているんですけども、漁港

の入り口が逆にいわせると空いてる、そこから海の水が入ってきているという状況で

したので、そういうところの、そこだけをとめてれば、それくらいの高さがあるただ

の壁があるだけで、そこから入ってこなかったりする環境もありますので、どこまで

整備するのかというところに関しては、いろいろ考え方があると思いますけども、一

応国・県でそういうところの補助をするときにどの辺、最低限今はこれくらいは危な

いところはやっていった方がいいのかとか、ということは、やっぱり調査しながら検

討していってもらえればなというふうに考えています。一応、防災関係は何か補助が

結構ありそうなので、いろんな形でやれるんであれば、そういうことも含めて、これ

からコロナだけでなくて大災害で地震等があったり、川も同じなんですけれども、そ

ういうところも含めていろんな防災面のところを考えてほしいなと思います。

消防の広域化推進の先ほど市長が答弁したとおり、３月の定例会でも総務委員会の

方に資料を拝見していました。なかなか無理があるような計画で、すぐに男鹿の消防

署がこれに該当していくのかなというのはなかなか難しいのかなとは思いますけど

も、もう消防署が男鹿の本署が建ってから、かなりたちます。そろそろ４０年近くな

ると思いますので、建てかえの時期に来ると思います。これから何年かすると。確か

に公共施設のやつではある程度期間は延ばしていると思うんですけれども、そういう

ときにやはり単独の消防署というのは、なかなかこの広域化しても大変なんじゃない

かなと。潟上市の方にもしかして本部がもっていかれたりしたら、男鹿の方の防災の

やつがちょっと下がるんじゃないかとかっていう懸念もあったりして、防災セン

ター、やはり男鹿市の中に備蓄基地があって、そういうものを含めた、確かに備蓄の

中にもありますけども、消防署と一体化して市民が防災に関してやっぱり避難した

り、それから勉強したり、いろんな部分で拠点となるようなものがやっぱり必要に

なってくるだろうし、そういうものが、今、消防署は今の場所にあっても、もとも
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と、海のところの場所なので、これからつくるんであれば、やっぱり高台の部分、今

その津波が来たら市役所の上のそこに来るように計画はされていますけども、ぐるっ

と回ってこなきゃいけないですね、線路あるから。なので、やっぱり今の段階であっ

ても、男鹿はいろんな施設の廃校とかいろいろあって、男鹿高校跡地みたいなところ

とか、逆にいわせると男鹿の船川の中では一番高台であるところに、近隣市町村とも

連携が取れたりする場所に移行するんであれば、やっぱり早めにそういう考え方を持

ちながら、こういう広域化されるときにそういうところに考えていってもらえればと

思いますので、そういう考え方が少しでもあるのかちょっと市長の考え方であったら

お聞かせ願います。

○議長（吉田清孝君） 佐藤総務企画部長

【総務企画部長 佐藤透君 登壇】

○総務企画部長（佐藤透君） お答えいたします。

確かに現在の消施本部、建設からもう４０年近くなるわけですけれども、建てかえ

の時期に入っているというのは重々考えられることであります。ただ、この消防の広

域化という部分については、他市町村においてもそのような現状がありますし、議員

御存じのように、いわゆる緊急の連絡等について、いろんなシステムがそれぞれの一

部事務組合で違っているというところもありますし、令和２年から６年までの間でい

ろいろ通信指令室、通信指令システムですね、これの更新というのも抱えておりま

す。その部分について全体像が見えない中でおのおのが計画していくというのには、

まだ時期尚早ではないかと、考え方についても無理があるのであるのではないかと。

例えば男鹿市が先行してそういう防災的な拠点の考えを示してしまうと、その枠組み

の中で他市町村のいろんな考えが今度出てきますので、その辺のところも視野に入れ

ながら、全県一つというのが最終的な目的にはなりますけれども、小さい枠組みの中

で検討するという手法も考えられているようですので、そういうこれからの進捗状

況、協議会における検討課題等を見据えながら、建てかえ等の部分を含めて、これか

ら検討していくべき課題ではないかなという具合に認識しております。

○議長（吉田清孝君） ６番佐々木議員

○６番（佐々木克広君） ありがとうございます。そのとおりだと思いますけども、や

はり建てかえなきゃいけないのが近々に迫ってくる状況なので、そういうのを待って
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いる前に何か手を打たなきゃいけない状況になると思いますので、やっぱりその検討

は先ほどいったようにこれからという話ですけども、さっきから言ってるとおり、い

ろんな部分に関しても含めながら、やっぱり早め早めにやった方がいいと思います

し、一部事務組合の消防だけじゃなくて、やはりいろいろ防災組織、男鹿市の自主防

災組織とかも含めて関連のあることですので、やはり市民がどういう形でそういう施

設を求めるのか、そういうところも含めながら検討してもらえればと思います。

それでは、４番目の方の財政再建に関することで、文化・スポーツ施設、それから

先ほど質問した内容とちょっと重複しますが、防災施設を含む複合公共施設の広域利

用、それから指定管理施設とのこれからの活用内容と行政サイドの協力体制につい

て、先ほど答弁ありましたとおり、今の現状であると、そういう形だと思います。

ただ、これからスポーツだけではなくて、いろんな施設をやはり、大潟村だったら

サンルーラルで逆にいわせれば塾の合宿みたいなそういう誘致もしたりしていますの

で、男鹿の方ではそういうのがあるのかないのかあまり聞かないんでわからないんで

すけども、そういう施設を複合して広域的にやっぱり利用していくような環境、これ

も市長が言ってるとおり、そこの課だけの話ではなくて、やっぱりいろんな部分で健

康とかいろんなところで活用できる部分、学校教育の中でも活用できる部分を含めて

今の施設をどう活用していくかというところを考えていってもらえればと思ってます

けども、今までの計画の中ではいろいろやってますので、これからの総合計画を含め

て、そういうところも検討してやってもらえればと思います。本当に男鹿市はほかの

体育館よりもいい体育館だったり、いろんなものもありますし、やっぱりこれからは

行政サイドの施設だけじゃなくて、夏なればお寺さんとか涼しい場所もいっぱいあり

ますので、いろんなほかの施設も利用しながら行政のやれることを協力してもらいな

がらやっていく方向性もあると思いますので、そういうところも考えてもらえればと

思います。答弁の方はよろしいです。

５番の新エネルギー構想、雇用促進の方の市としての新エネルギー構想取扱いにつ

いて、新エネルギー構想に必要な市内人材の育成について、それから２番、３番と今

回質問しましたが、洋上風力の話がありますので、先ほど市長からの答弁があって、

いろいろやっていくという話ですけども、この前、市長も協議会の方に参加している

と思いますけども、これからどういう方向性がやっぱり男鹿市としてのかかわり方と
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して、先ほど答弁にあったんですが、漁業者含めて具体的な部分で、漁協がそれを協

力していくのか、市がそれにかかわっていくのか、その辺だけちょっと教えてもらえ

ればと思います。

○議長（吉田清孝君） 菅原市長

【市長 菅原広二君 登壇】

○市長（菅原広二君） お答えします。

洋上風力については、前向きに取り組んでいきたいと思います。男鹿は大事な公園

ありますから、自然景観を害さないように、今の状況では五里合から５キロぐらい離

れたところからスタートする予定ですので、ほとんど影響はないんじゃないかなと。

それと、漁民の人方が非常に心配しています。魚に影響があるんじゃないかなとい

うことで心配していますけども、そのことについても私は、北欧ではその洋上風力の

基礎に石が置かれるわけですから、それがまた漁礁になっているという例もあるし、

何とか前向きに取り組んでね、今の男鹿の漁業が非常に秋田県の漁業が衰退している

と。この機会に何とか新しい漁業の仕組み、つくる漁業とか、みんなそれ一体となっ

てね、漁協の方々と一体となって事業者とも連携しながら、県とも国とも連携しなが

ら、新しい仕組みづくりができるんじゃないかなと、そのことを期待しています。

いずれにしても、男鹿の未来の子どもたちに禍根を残さないように、きちっと検討

してまいりますので、皆さんからもどうかよろしくご指導ください。

以上です。

○議長（吉田清孝君） ６番佐々木議員

○６番（佐々木克広君） ありがとうございました。市長の答弁のように、これから向

かっていってもらいたいと思います。

新エネルギー産業の方の就職している子どもたちの給料がすごくいいみたいで、皆

さんもそういうところにいきたいということで、いろいろこっちからも検討している

みたいなので、その子どもたちがまた県外に行って研修しても、こっちに帰ってくる

可能性もありますので、そういう整備がこれから雇用にとってもプラスになっていく

と思いますので、そういうところも検討しながらかかわってもらえればなと、もし男

鹿市にそういうチャンスがあるんであれば、いろいろな部分で説明してもらいながら

取り組んでもらえればと思います。
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以上で終わります。ありがとうございました。

○議長（吉田清孝君） ６番佐々木克広君の質問を終結いたします。

次に、５番鈴木元章君の発言を許します。５番鈴木元章君

【５番 鈴木元章君 登壇】

○５番（鈴木元章君） 市民クラブの鈴木元章です。本日、議会へ傍聴にお越しくだ

さった皆様、お疲れさまです。日ごろから市政に関心をいただき、ありがとうござい

ます。

はじめに、私の方からも今回のコロナウイルス感染症により、我が国を含む全世界

で未曾有の事態が続いております。この感染により亡くなられた皆様、そのご家族に

心よりご冥福を申し上げるとともに、現在も感染治療している皆様に、一日も早くふ

だんの生活に戻れますようお見舞い申し上げます。

また、日々感染症治療などに取り組んでいる医療、施設などを含む関係機関の皆様

に、敬意と感謝を表します。

それでは、私から通告に従いまして、以下の質問をさせていただきます。

一つ目は、マイバッグ（買物用）の無料配布について伺います。

現在、スーパーマーケットやコンビニエンスストアなどで買物をしたとき、購入し

た商品を入れるため、レジ袋が係の店員から無料で渡されることが多いと思います。

私たちは、そのレジ袋をふだんから何気なしに買物の持ち帰り以外にもさまざまな用

途に利用しています。例えばごみ袋の代替品として、そのほかにも車の車内用ごみ袋

や草むしりの後始末に使う、着替えを入れる、汚物を入れるなど、幅広く活用してお

ります。そのレジ袋は、国内で１年間に約３００億枚を超える量が消費され、１人当

たり年間約３００枚から４００枚程度使われているそうです。これにより、レジ袋は

家庭から出されるプラスチック製容器包装ごみの１割を占めるまでになりました。

国では、プラスチックごみによる海洋汚染、地球温暖化の環境対策や石油消費量の

削減などの目的で、レジ袋が本当に必要かを考え、私たちのライフスタイル、生活様

式を見直すべきだと１０年ほど前からエコ活動がうたわれ始め、一部のスーパーマー

ケット、小売店ではレジ袋の有料化を始めていた店もありました。

来月７月１日から経済産業省と環境省による全国のスーパーマーケットやコンビニ

など、すべての小売店を対象としたレジ袋の有料化が義務づけられ、スタートするこ
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とになりました。今まではもらうのが当たり前と思っていたレジ袋が、多くのスー

パーなどで２円から５円程度支払うことになります。

それと同時期に、本市ではごみの減量化を目的とする家庭系ごみの有料化制度が導

入され、いよいよスタートすることになりました。

ごみ処理費用の一部を負担することで、市民一人一人がごみの減量や分別などの環

境問題を意識し、ごみ減量化と処理費用の軽減が期待されますが、これにより市民に

とっては確実に家計への負担がふえることになります。

最近、買物に行くと、市民の中には個人持ちの買物用かごやエコバッグなどのマイ

バッグを利用している人を見かけるようになってきましたが、実際のところはまだ利

用する人が少ないのが現状だと思います。

そこで、少しでも家計の出費を抑えるため、買物するときはマイバッグを持ち歩く

習慣をつけてもらうことや、さらに今後もごみ減量化を推進する目的を含め、ごみの

減量化が達成される前ではありますが、市民への還元という形で市内在住の全世帯を

対象に、男鹿市独自のマイバッグを作製し、無料で配布するなどの考えがないでしょ

うか。

次に、二つ目として、廃校舎の有効活用について２点ほど伺います。

１点目の廃校の活用として、文化施設や資料館などの取組についてです。

学校は、その地域の顔であり、地域住民の交流の場という役割も大きいです。長年

親しまれた学校の変わり果てていく姿を現実として受けとめていかなければなりま

せん。

廃校の利活用には、住民及び関係者、行政との間で情報の共有や今後の施設のあり

方について共通認識を持ちながら、住民や地域ニーズに合致した設営再生し、利活用

していく必要があります。

本市の歴史ある小・中学校は、子どもの教育施設という役割に加え、子どもを中心

とした住民、保護者、行政の地域協働の象徴として１００年以上にわたり地域コミュ

ニティの中心に立ち続けてきました。しかし、少子化による児童・生徒の減少、市町

村合併などの影響により学校の小規模化や老朽化が進み、学校統合の教育環境整備の

問題が今後も考えられます。

本市の廃校舎の活用事例では、公民館機能を生かした子育て支援活動や文化財収蔵
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庫として利用されている廃校舎もありますが、未だ廃校のまま活用されていない校舎

も何校かあります。また、旧加茂青砂小学校のように国の登録有形文化財に登録さ

れ、学校当時のままの状態でふるさと学習館として利用されているケースもありま

す。

県内の廃校舎の活用事例で最近話題となり、注目されている施設に、本市の旧加茂

青砂小学校と同様に国の登録有形文化財をそのまま利用した由利本荘市の廃校で旧鮎

川小学校が多世代交流のミュージアム鳥海山木のおもちゃ美術館として生まれ変わ

り、平成３０年７月のオープン以来、なんと約１２万人を超える来館者があったそう

です。

本市の旧加茂青砂小学校のふるさと学習館も、生涯学習の一環とした趣味活動、各

種行事のほか、県内外から視察見学などに年間約１００人程度が利用して来館してい

ます。しかし、正直私は、もっと多くの方に利用、来館してほしいと思います。

一昨年の１１月に議会広報特別委員会の行政視察で宮城県登米市にある教育資料館

を見学してきました。明治２１年に建てられた旧登米高等尋常小学校校舎で洋風学校

建築を代表する木造２階建てで、特徴的なのが校舎の２階の中央に大きくせり出した

バルコニーがこの校舎のシンボル的役割を果たしていました。校内にはクラスごとに

教育誌、各時代の教科書、当時の写真や授業風景を再現した展示内容でしたが、本市

の廃校でもやり方、工夫次第では、同様に男鹿市の学校を紹介する歴史資料館として

十分利活用できると思いますが、いかがでしょうか。

２点目の廃校活用は、簡易宿泊施設として活用できないかです。

全国的には低料金で宿泊できるホテルや宿泊型体験学習施設、福祉関連施設への転

用、企業による工場、作業場などへのイノベーションした事例などがありますが、そ

のためには耐震基準の問題や膨大な改修費が必要になるため、なかなか廃校舎の活用

計画が難しいこともわかります。

そこで、宿泊型施設といっても、できるだけそのままの状態で、必要最低限の改修

整備を行い、小・中学校の宿泊研修やスポーツ少年団の合宿、大学生の研修・調査な

どに利用してもらうこと、そのほかにも本市では毎年開催されている男鹿なまはげ

ロックフェスティバルや日本海花火に来てくださる若い世代の来場者から宿泊・休憩

施設として利用してもらうことなどできないでしょうか。
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本市の場合、地理的条件や交通アクセスなどの理由、それと今後の、今、学校統合

問題など課題は多く抱えておりますが、廃校舎の有効活用について市の見解を伺いた

いと思います。

次に、三つ目として、男鹿駅周辺整備事業の今後の取組について伺います。

１点目は、現在進められている男鹿駅周辺整備事業の進捗状況についてでありま

す。令和３年度で完成予定ですが、その後、問題なく順調に進められているのでしょ

うか。

２点目として、私は以前にも一般質問で、男鹿駅周辺整備事業の中に文化複合施設

などの事業展開ができないでしょうかと質問したことがありました。それは、旧男鹿

駅舎の活用を含めた市民からの要望が多かった、子どもからお年寄りまで気軽に集ま

り、交流のできる場所や安い値段で軽食のできる店などができないかということで

す。そのほかにも図書館機能を兼ね備えた現在の市立図書館のサテライト型図書館

コーナーなどを設けるなどの取組について再度市の見解をお願いします。

次に、四つ目として、本市における成年後見制度の利用について伺います。

本市では、少子高齢化や核家族による人口減少に加え、在宅でのひとり暮らしや寝

たきり、高齢者夫婦などの認知症の要援護高齢者、さらに老人福祉施設、知的障害者

施設の認知症高齢者が年々増加し、その対策が今後も大きな課題になると考えられま

す。

平成２２年度に男鹿市地域福祉計画が策定され、市民とともに福祉のまちづくりを

推進してきました。その後、第２期見直しなどを行い、今年度新たに第３期男鹿市地

域福祉計画が策定され、その中に成年後見制度の利用促進が盛り込まれました。

これら認知症対策として、本市では認知症初期集中支援チームの活動及び認知症養

成講座を開催するなど、現在も地域包括支援センターが中心となり、課題解決に取り

組んでいると思われます。

そこで、現在本市で成年後見制度を利用している方は、どれくらいいるのでしょう

か。また、認知症や知的障害、精神障害などにより成年後見制度を必要とする方への

援助、対策について、どのように考えているのか市の見解を伺います。

以上、４項目について質問いたします。よろしくお願いいたします。

○議長（吉田清孝君） 答弁を求めます。菅原市長
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【市長 菅原広二君 登壇】

○市長（菅原広二君） 鈴木議員のご質問にお答えします。

ご質問の第１点は、マイバッグの無料配布についてであります。

レジ袋は、市民の日常の買物にとって非常に身近な存在でありますが、市民の意識

次第での使用の抑制が可能であることから、資源問題や環境意識の向上にも大きな効

果があると期待されています。

レジ袋などのプラスチック製品の使用抑制及びレジ袋を家庭へ持ち込まないこと

は、市の喫緊の課題であるごみの減量化にも資するものであります。

ご提案のありましたマイバッグの無料配布については、ごみの減量化の施策の中で

検討してまいりますが、まずは、ごみの分別や減量アドバイザー養成講習会、広報お

がなどでマイバッグ利用促進を図ってまいります。

ご質問の第３点は、男鹿駅周辺整備事業の今後の取組についてであります。

まず、男鹿駅周辺整備事業の進捗状況についてでありますが、土地については先月

２６日にＪＲ東日本秋田支社と土地売買契約を締結し、不動産登記手続の後、来月１

日に引き渡しの予定であります。建物補償については、今月中の契約締結に向けて準

備を進めているところであります。また、隣接の民有地については、現在、不動産鑑

定士による鑑定評価及び補償コンサルタントによる建物補償料の算定を行っておりま

す。

工事については、既存建物及び構造物の撤去工事が来月上旬から着工予定となって

おり、その後、トラフィックターミナルの整備工事などから順次進めてまいります。

また、来年度以降の使用開始に向けて、芝生広場への遊具等の設置、旧駅舎やバー

ベキューストレージにおける商業施設としての営業、チャレンジ広場の活用、オガー

レとの連携など、男鹿駅周辺の一体的な管理運営の方法を検討しているところであり

ます。

次に、文化複合施設の整備計画の再考についてでありますが、男鹿駅周辺整備事業

において文化複合施設などの整備は、現在のところ考えていないものであります。

ご質問の第４点は、成年後見制度の利用についてであります。

まず、利用者数についてでありますが、県の調査において昨年７月３１日現在で、

本市の成年後見制度を利用している方の人数は３７名であります。
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次に、本制度を必要とする方々に対する援助、対策についてでありますが、福祉課

では知的障害者及び精神障害者、介護サービス課では高齢者を対象に、成年後見制度

を必要とする方々に相談対応並びに市長申立て及び報酬助成の支援を行っておりま

す。

本制度については、男鹿市地域福祉計画に新たに盛り込むとともに、健康フェスタ

や認知症サポーター養成請座等で制度の周知を図っております。

今後も、成年後見制度を必要とする方々が利用できるよう、各関係機関との連携を

図りながら啓発に努めてまいります。

廃校舎の有効活用に関する教育委員会が所管するご質問については、教育長から答

弁いたします。

以上であります。

○議長（吉田清孝君） 栗森教育長の答弁を求めます。栗森教育長

【教育長 栗森貢君 登壇】

○教育長（栗森貢君） 教育委員会の所管に係るご質問にお答えいたします。

ご質問の第２点は、廃校舎の有効活用についてであります。

まず、廃校の活用として、文化施設や資料館などの取組についてであります。

廃校となりました旧船川第二小学校は船川北公民館として、旧脇本第二小学校は歴

史資料収蔵庫として、旧北磯小学校は民俗資料収蔵庫として、旧加茂青砂小学校は加

茂青砂ふるさと学習施設として、旧五里合小学校は五里合市民センターとして活用さ

れております。

現在所管している廃校舎は、旧五里合中学校、旧払戸小学校、旧船川南小学校、旧

野石小学校の４施設であります。

旧五里合中学校については、昭和３１年度の建築で老朽化が著しいことから、解体

を目指しております。

旧船川南小学校校舎については、昭和３４年度の建築で老朽化が著しく、耐震基準

を満たしていないことから解体を目指しております。なお、屋内運動場は、平成１１

年度の建築であることから、社会体育施設として市民の健康づくりなどに活用されて

おります。

旧払戸小学校については、昭和３９年度の建築で、耐震基準を満たしている管理棟
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は、児童クラブ施設として利用しておりますが、教室棟及び体育館は老朽化が進み、

耐震基準を満たしていないことから、他の施設への転用は困難と考えます。

旧野石小学校については、平成元年度の建築の屋内運動場は野石児童クラブ施設と

地域の社会体育施設として利用されております。校舎・グラウンドについては、民間

企業から利用についての問い合わせを３件ほど受けておりましたが、具体的な活用に

は至っていないものであります。

次に、簡易宿泊施設としての活用についてであります。

廃校を簡易宿泊施設として整備するためには、多額の改修費が想定されることか

ら、今後の廃校の利活用については、地域の方々のご意見を伺いながら検討してまい

ります。

以上でございます。

○議長（吉田清孝君） 再質問ありませんか。５番

○５番（鈴木元章君） それでは、一つ目のマイバッグの無料配布について何点か質問

させていただきます。

当然私、先ほど市長の答弁にもあったとおり、まず私は個人的に、あえて今、レジ

袋が有料化になる、そして市の方でもごみ減量のための対策として市民でみんなで取

り組みましょうという意味で、それでこのタイミングにこの質問させていただきまし

た。本来であれば、当然この有料化のおかげで今まで多分男鹿市の場合は、不名誉な

ことにごみ処理の排出量が県内でワーストワン、一番悪いとか、そういったことをい

われていたのが、こういうふうな市からの無料サービス等で少しでも市民にやる気を

持ってもらえないかなということも含めて聞いたわけですけれども、ちょっと私のこ

の通告内容とは若干違うんですけれども、例えば今、コロナ禍ということで、我々含

めてもうみんなが不安でつらい生活をしている方がたくさんいますけれども、幸い、

こんなことをいえば他県の方には申しわけないんですけれども、秋田県、男鹿市を含

めて今のところ大事には至っていない状況ですけれども、私も含めて市民というのは

非常に正直なもので、今回、市の宿泊支援事業とか、先ほど何回も質問にも出ていま

すプレミアム商品券とかなると、人間ってやっぱり正直なもので、そういうふうな使

いやすいいいサービスがあれば、最初はその宿泊支援事業どうなるのかなという不安

もありましたけれども、皆さんも御存じのとおり、あっという間に全部満杯になっ
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て、注文が殺到したというくらいいいことなので、やはり逆に今このコロナの時代で

つらい思いをしているので、こういうふうなささいなことですけれどもマイバッグを

みんなで、市の方で提供するので買物を楽しみ、ごみの減量にもつなげましょうとい

う意味で質問させていただきました。

ただ、私そんなに買物をする方でないんですけれども、当然女性の方は常に生活食

料品とか買っていると思いますけれども、きょうここにちょっとこの小さい袋なんで

すけども、これ多分前に市の方で何かの行事のときにつくったものだと思いますけど

も、これは本当にこういうふうな小さい軽いバッグ、折りたためば小さくもできます

けれども、これら今、マイバッグは御存じの方もたくさんいらっしゃるかもしれま

せんけれども、非常におしゃれになって、しかも安い料金で、その注文する枚数とか

にもよりますけれども、比較的安価、安い値段でいろいろなものがつくれるというこ

とを私今回いろいろ調べてわかりました。

今、私が提示したこの素材は不織布という名前の生地を使っているわけですけれど

も、これは今、私も使っていますし、皆さんが今しているこの使い捨てマスク、これ

らの生地にも使われているということで、非常に便利で安くつくれることができると

いうことがわかりました。そのほかにも最近の若いお母さんたちは、やはり子どもた

ちのアレルギーのこととか地球環境のことをいろいろ考え方が多くいらっしゃいまし

て、オーガニックコットンなどの地球環境にやさしい素材を使ったもののマイバッグ

を購入したり、それから、オリジナルのものをつくってくださいというふうな人がふ

えているそうです。マイバッグをつくるための料金なんですけれども、本当に安いも

のは１５０円程度から、それこそ今これ見せたのは小さいんですけれども、この３倍

くらい大きい折りたたみのものもできるということで、５００円程度を出せばこうい

うふうな生地ではできるそうです。ただ、高価なものといいますか機能性のいいポリ

エステル系の雨に強いようなやつは、やはりどうしても２，０００円とか３，０００

円近くするというのもわかりますけれども、ぜひ私としましては、すぐでもなくても

さっきもいったとおり、何か市民に何かの機会に還元するという意味で、男鹿といえ

ばナマハゲのデザインですけれども、例えば水族館にいるシロクマの豪太君をイラス

トにするとか、あと、ハタハタの今イメージもありますけれども、菅原市長が好きな

寒風山とか入道崎の灯台のイラストをつけて“おが”という文字をつければ、例えば
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そのバッグを持って市外のショッピングセンターなりに、なかなか行くかわからない

ですけども、そういったところを市民が持ち歩いていけば、別の意味で男鹿のＰＲに

もつながるのではないかと思って今回このマイバッグのことを最初に質問させていた

だきました。そういった意味で、もう一度やはり、今回コロナ禍でいろんな行事とか

そういうイベントがやられなくなって、まず何千万という、２，９００万くらいです

か予算が、今後の何かあったときのコロナの対応としていっぱい財源として残してお

くべきなんだと思いますけれども、そういったことでもそんなに予算をかけなくても

できるということで再度検討してもらいたいと思います。

それから、二つ目の廃校舎について、これは先ほど教育長から答弁がありましたと

おり、私も厳しいということは自分で質問しながらも、ある程度わかってはいるんで

すけれども、実際先ほど私が言ったとおり、行政視察で他県の、あの建物はすごい素

晴らしかったんですけれども、内容そのものは本当にすごいものを展示しているん

じゃなくて、当時のずっとその学校の本とか写真、そういったもの、それから、その

当時使ったものを展示しているというだけで、それだけでやはり年間いろんなそこを

視察に来る人が多いということなので、先ほど教育長の答弁では、ほぼやはり耐震の

問題とかで解体の方が、解体される学校が多いと思いますけれども、五里合中学校に

しても、旧船川南小学校でも、やっぱりある程度木造のある学校というのは非常にあ

たたかいイメージもありますし、どうにかならないかなと思って質問いたしました。

当然、この市内には教育長が一番わかるとおり、元教師、それから校長経験の方も今

元気にたくさんいらっしゃいます。だから、できればそういうふうな人たちともい

ろんな学校の今までの男鹿の学校の歴史、私ちょっと認識不足、勉強不足なのかもし

れないんですけれども、例えば学校で何十周年記念とか周年記念事業あるときは、そ

の学校の校歌の由来とか校章とかいろいろ調べて、ああなるほどなと初めてわかるわ

けですけれども、男鹿市のその１カ所、今までの学校の歴史を、そこに行けばすぐわ

かるよというような、例えば真山のなまはで館なんかっていうのは、もうあそこに行

けば、もう男鹿のナマハゲの伝統文化、それから各地域でどのようなことをやってい

るのかってすぐわかる、そこまでいかなくてもいいんですけれども、そういうふうな

学校資料館をこれからの子どもたちに男鹿にはこういう学校が、いいところがいっぱ

いあったんだよという示すために、ぜひ解体ばかりじゃなくて、箱ものを利用してい
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くというような前向きな考えをもう一度聞きたいと思いますけれども。

あと、三つ目の男鹿駅周辺整備事業の取組については、私もＪＲ男鹿駅、市長が毎

回毎回力を込めておっしゃっていますけれども、やはり男鹿市の玄関口。玄関口から

市全体に活性化を図るという点では、私も賛成なわけですけれども、どうしても冷静

に考えた場合、今、市役所ホールにも今までの完成事業図、図面を一般の人から見て

もらうということで掲示していますけれども、わんぱく広場、チャレンジ広場、芝生

を張ってある程度木を入れて景観をよくして、それだけで私、子どもや親子連れが、

ああ駅前のわんぱく広場に行ってみたいと思えるかなというのが、どうしてもその辺

が心配なわけなんです。それで、男鹿市では今まで公園整備事業で、いろんな男鹿市

各地域に遊具の設置とかやって、当時は多分ゲートボールなんか非常にやる人が多く

て、そういうふうなところもいっぱい使ったと思うんですけれども、今はこのように

高齢化もあり、なかなか公園を利活用、うまく使っているという人が少ないんじゃな

いかなと思います。現にこの市役所の裏手に中川公園というのがあるんですけれど

も、あそこにも立派な遊具あるわけですけれども、実はこの船川地区の例えばお子

さんをもったお母さんたちが、これ何年か前かな、ＰＴＡでもちょっと問題あったん

ですけれども、何か不審な人がいるということで今多分ほとんどそこには小さい子ど

もを連れて遊ばせるというようなことはやってないんですよ。そのほかにも多分男鹿

市内では、すべり台とかブランコとか、まだ十分使えるようなものがそのままになっ

ているのもあると思うんですけれども、そういったものをその駅前のわんぱく広場の

一角に移動する、移転するというふうな考えが持てないのか、そこのところも一点聞

きたいと思います。それでもだめだったら、やはり砂場、子どもさんが遊べる砂場を

つくるとか、そのくらいはやっぱりぜひつくってほしいと思うんですけれども。やっ

ぱり先ほど市長が答弁したとおり、広場の活用として、やっぱり私も市民で花壇づく

りをするとか、あとはミニコンサートみたいな音楽祭をその一角でつくるなど、そう

いった取組も考えてほしいと思います。

私は先ほどは計画にないようなことを言われましたけれども、やはり文化施設、今

の図書館のことを考えれば、どうしてもやっぱり、例えば船川のあの周辺、あそこに

図書館機能のような文化施設を将来的にやはりかならずあそこにもってくるというよ

うな市の考えを、これから進めていただきたいと思います。
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それと、すいません、通告の内容には細かく書かなかったんですけれども、周辺整

備計画で行っている民間所有の７５０坪のところですけれども、そこの利用について

は今後どのように進められているのか、もしわかる範囲でありましたらお答え願いた

いと思います。

あと、四つ目の成年後見制度についてですけれども、これは皆さんも御存じのとお

り２０２５年、団塊の世代の方が高齢者になると、最近テレビでもよくコマーシャル

やっていますけれども、５人に１人が認知症になります。７００万人を超すといわれ

ていますけれども、もうこれは全国の小学生の６４２万人ですか、その数を上回ると

いうことで、本当に当市も、男鹿市は高齢者の方がたくさん多いです。先ほど答弁が

あったとおり、私が思ったよりも利用している人多いですけれども、これ多分、部

長、やっぱり生活保護の方が主に多いのかな、それとも一般の方でそれだけいるのか

なと思って。確かに成年後見制度を使う場合は、申請手続や費用もかかりますし、決

定するまでが長くかかるとか、いろんな問題があるわけですけれども、そのほかにも

社会福祉協議会などで行っている地域福祉権利擁護事業というのがあるんですけれど

も、それは比較的調査も簡単だし、申請してもすぐ活用できるというようなシステム

があるんですけれども、その辺の利用とかあるのか、情報もしありましたら教えてい

ただきたいと思います。

よろしくお願いします。

○議長（吉田清孝君） 菅原市長

【市長 菅原広二君 登壇】

○市長（菅原広二君） マイバッグのことは、非常に大事なことなんですよね。私、コ

ロナ以降、何があるかっていうと、やっぱり市民参加です。住民が、いかに行政に関

心を持ってくれるかと、そのことが大事なことだと思います。

私この前、秋田市に行って、先週の月曜日ですけども秋田市に行って、６人ほどの

首長たちと会いました。男鹿がいろんなことを仕掛けて、よく金あるなと、そういっ

て言われました。それで、皆さんが御存じのとおり、秋田県内で一番金ないのが男鹿

市です。財政調整基金が一番ないのが男鹿市です。帰ってきてからすぐスタッフを集

めて、金ないのにこれだげやっていいんだがと、そういう話をやって、かなり盛り上

がりました。何とか財調は非常に底をついてるので、もっと高い目標をもってやって
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いこうじゃないかと。今までちょっとやっぱり財調の１０億ぐらいあればいいという

話だったけども、それやっぱり２０億とかそういうことをもっていかないとうまくな

いだろうと、そういう話をしてます。そういうことでマイバッグができないというわ

けではないんですけども、今回の予算のことについては何回もいってるように、まず

人命にかかわること、感染予防と、二つ目は経営が大変だと、経営で倒産したり事故

があって亡くなるようなことがないような、そのことをやるということを優先的に

やっています。

マイバッグについては、先ほどからいってるように、非常に私はそういう意識改革

で大事なとこだと思っていますから、このことをうまくやれれば、今、住民負担が恐

らく５パーセントかそのぐらいだと思います。ごみの有料化といってもね。だから、

これを本当に半分に削減できれば５億以上の削減はできるわけですよ。まず５億いか

なくてもかなり削減できるので、参加することによって自分たちで行政コストを下げ

ることができると、大事なことなので、何とか議員のいってること、提案を受けて

ね、この後またいろいろ検討してみます。商品のこととか、やっぱりその男鹿のＰＲ

とか、いろんな視点から、切り口から考えていきたいと思ってます。

校舎の利活用については、やっぱりこれを具体的に使うのは、やっぱり市長部局だ

と思いますので私が言いますけども、男鹿まるごと売り込み課でもかなり営業はかけ

ているんです。実際なかなかできないのが本当で、やっぱり私にもある人から旧船川

第二小学校あたりがね、合宿よくやってるから、男鹿の運動公園で。温泉郷まで行か

なくても、あそこでやれればなという話してました。確かにやっぱりそこあたりが地

域の人たちの協力を得ないとなかなかできないわけです。もしそういうできるところ

であれば、少しでもそういう切り口をもってやっていきたいと思っています。

野石小学校とか、そのあたりは利活用できるように、かなり頑張ったんですけど

も、ちょっとうまくないような状況があるので、今後また手を緩めないでやっていき

たいと思っています。

それから、男鹿駅前広場のことについてですけども、そのことは私ははっきりいう

と、遊具とかそういう頭はなかったんです。いろんな人の話を聞くと、やっぱり遊具

がないと子どもが集まらないと。子どもが集まらないと、やっぱりお母さんたちも来

ないし、男鹿の子どもたちは天王グリーンランドに行ってるという話もあったりし
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て、何とか遊具を設置したいと思っています。

そしてまた、議員がおっしゃっているような図書館という話もね、私は当然視野に

入れていくべきだと思っています。それは船川につくるという意味じゃなくて、船越

しかもしれないし、いろんなことを考えてやっていかなきゃだめだと。図書館がかな

り古くなっているので。だから、病院の次に大事なのが図書館だという人もいるぐら

いですから、まちづくりには大事なとこですから、そのことを考えていきますけど

も、それお約束はできないので。だけども、今いろんな、今、広場がやっぱり男鹿市

民が元気が出るような広場をつくりたいと思っていますから、それをやることによっ

ていろんなことが変わっていきます。いろんなことを仕掛けることによっていろんな

意見が出て、活性化によって、またこういうのをやったらどうだとかって、いろんな

いい意見も入ってきますので、またそのことで考えていければなと思ってます。

７５０坪の民地については、具体的にこれに使うという話はないですけども、私は

ホテルでも来てくれればありがたい。だけども、緑地としてだって使えるし、今のま

まではやっぱり景観上よくないので、何とか皆さんのご理解を得て、あの土地を購入

していければなということを思っています。

私の発言は以上です。

○議長（吉田清孝君） 山田市民福祉部長

【市民福祉部長 山田政信君 登壇】

○市民福祉部長（山田政信君） 私からは、買物用マイバッグの配布につきまして並び

に成年後見制度の関係について答弁させていただきます。

マイバッグの配布につきましては、先ほど市長が答弁したとおりでございますが、

議員がおっしゃるその以前配布したものにつきましては、以前からプラスチック製品

の使用抑制ということで、チャレンジデーにあわせまして買物ウオーキングというこ

とで配布したマイバッグだと思います。

これらのごみの減量化につきましては、今後も引き続き、マイバッグの利用促進も

含めて配布について検討させていただきたいと思います。

成年後見制度でございますが、やはり秋田県全体、全国的に見まして、成年後見制

度の利用というのは非常に低いということの統計が出ております。やはり申込みに当

たりましては、４親等以内の親族が家庭裁判所に申し立てするという必要もございま
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す。これら４親等以内がいない場合は市が、市長が代わりに申し立てするという制度

もございまして、現在、男鹿市では３７名ということでございますが、市長申し立て

では１１名おりまして、その内訳からいきますと介護サービス課の方で１０件でござ

いますので、やはりひとり暮らし、認知症の分野の患ったひとり暮らしの方が、やは

りこの制度を利用しやすいということになっていると思います。

県内では、後見人の確保ということが一つの問題となっておりまして、家庭裁判所

に登録できる後見人といたしましては、弁護士、司法書士、社会福祉士、行政書士、

税理士、これら十分対応できる方々が登録して当たることになりますけども、なかな

かその登録者数が少ないというのが一つの大きな課題ともなっているといわれており

ます。

実際これらの活用につきましては、今後とも利用される方々への周知、また、利用

を進める方の研修等も積みながら、利用促進を図ってまいりたいと考えております。

先ほどの社協の方の件でございますけれども、ちょっと社協事業の方、ちょっと

今、理解しておりませんが、この個人の後見人の確保が非常に難しいということで、

現在、団体でもこの後見人としてやっていける制度というのが、今、国の方で奨励さ

れているみたいでございます。県内でもあまり数多くございませんが、社会福祉協議

会でこの後見人を引き受けるという制度で活用しているところが県内でも一、二カ所

あるというふうに伺っております。今現在、社協の方でこういうふうな事業をやって

いるのかどうかというのは、後見人の指定のところまでいっていないというふうなお

話を伺っております。

以上でございます。

○５番（鈴木元章君） 市長、ぜひさっき言ったマイバッグでないですけども、アベノ

マスクは失敗したけれども、スガワラバッグとかスガワラマスク、何とか実現よろし

くお願いします。ありがとうございます。

○議長（吉田清孝君） ５番鈴木元章君の質問を終結いたします。

午後１時まで休憩いたします。

午後 ０時０４分 休 憩

午後 １時００分 再 開
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○議長（吉田清孝君） 休憩前に引き続き会議を再開いたします。

次に、１２番進藤優子さんの発言を許します。１２番進藤優子さん

【１２番 進藤優子君 登壇】

○１２番（進藤優子君） 一般質問最後の質問者となりました。コロナ禍の中、ご尽力

いただいている職員の皆様に感謝の意を表するとともに、一日も早い収束を願いつ

つ、コロナ関連の質問を大きく５点にわたり質問をさせていただきます。

一般質問の最終日ということですので、今までと同じような質問もございますが、

どうかよろしくお願いいたします。

大きく１点目、予算の執行について。

新型コロナウイルスの感染拡大が収まらない中、政府は４月１６日、新型インフル

エンザ等対策措置法に基づく緊急事態宣言の対象地域を全都道府県に拡大するととも

に、同７日に決定した緊急経済対策を一部変更し、全国すべての人を対象にした１人

当たり１０万円の一律給付を盛り込む方針を決めました。

国民生活や経済を守るため、新たな緊急経済対策の早期実行が望まれます。

４月２１日、新型コロナウイルス感染拡大防止のための秋田県緊急事態措置が決定

されたことに伴い、本市としても公共施設の休館や小・中学校の休校措置、各種イ

ベント等の中止など、新年度予算は３月に可決した予算内容と異なって走り出してい

ます。予算執行を着実に行っていくべき公会計が今年度は未知のウイルスによって不

透明さが増しています。補正予算が組まれ、さまざまな施策を打ち出していただいて

いますが、まだまだ厳しい状況が続きます。困窮に陥る人を少なくするための思い

切った経済出動が必要ではないでしょうか。第２波、第３波も懸念されます。事業の

見直しを進め、予算を組みかえて、今と今後に備えるべきと考え、質問いたします。

１点目、コロナウイルス対処の影響により、今年度執行・遂行困難になっている事

務事業はどのようなものがあるか。

２点目、執行・遂行困難になっている予算の内訳及び総額はどのくらいになるの

か。

３点目、執行残の予算はどうなるのか。

４点目、事業の見直しを進め、予算を組みかえて思い切った財政出動をすべきと考

えますが、今後の方針及び考え方についてお伺いいたします。
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２項目め、災害対策について。

新型コロナウイルスの感染拡大が懸念される中、国内外では地震や水害が発生し、

それに伴う避難勧告も発令されています。日本列島は、これから本格的な梅雨、そし

て台風シーズンを迎えます。災害発生に備えた避難体制の構築、特に避難所の感染症

対策は急務です。

このような状況下で心配となるのが避難による感染拡大への不安です。特に避難場

所、避難所におけるインフルエンザやノロウイルス等の感染症のまん延は、これまで

の被災地でも問題となっていますが、感染力が強い新型コロナウイルス感染症におい

ても同様のリスクがあります。避難場所、避難所は３密が発生しやすい場所であるた

め、自宅や地域が危険な状態にもかかわらず、感染を恐れ避難を躊躇することも考え

られます。

また、発生した災害や被災者の状況等によっては、避難所の収容人数を考慮し、あ

らかじめ指定した指定避難所以外の避難所を開設するなど、通常の災害発生時よりも

多くの避難所の開設を必要とすることも想定されます。

避難所では、消毒液など衛生用品の準備をはじめ、密閉・密集・密接の３密を防ぐ

ため、間仕切りや段ボールベッドなどを設けて住民間の距離を確保することが欠かせ

ません。また、避難所を分散させるため、公的施設のほか、ホテルや旅館の受け入れ

を含め、開設できる避難所を増やすことなどが必要と指摘されています。各地域の避

難体制、避難所の点検・確認を行うなど、災害に対する備えに万全を期すことが重要

です。地域住民が安心して避難所を利用できるよう、避難所におけるマスク、体温

計、消毒液等の資材確保をはじめ、感染症防止対策として必要な段ボール間仕切り、

段ボールベッド、パーテーション等の備蓄や分散避難体制を構築するとともに、加え

て災害ボランティアが安全に被災者支援に携われるよう、環境整備を行うべきと考え

ます。以上のような観点から質問いたします。

１点目、地域防災計画及び避難所運営マニュアルの見直しについて。

２点目、避難体制、避難所の感染対策等、点検・確認が必要ではないか。

３点目、災害備蓄の見直しが必要ではないか。

４点目、災害ボランティアが安全に被災者支援にかかわれる環境整備についてお伺

いいたします。
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大きな３点目、コロナウイルス相談窓口の設置について。

新型コロナウイルス対策について、国・県・市独自の多様な支援策が打ち出されて

います。広報やホームページで情報発信はしていただいていますが、こうした支援策

は必要とされているすべての方々に届いているのでしょうか。多様な支援策を情報格

差が生じないよう、必要とされている方々に確実に届けることが重要ではないでしょ

うか。支援策を知らない方、知っていても支援策の問い合わせ先や申請先、必要書類

などそれぞれ異なるため、申請について難儀をされている方も見受けられます。

県内では、能代市がいち早く市役所内に司法書士のいる新型コロナウイルス関連相

談窓口を開設しております。相談窓口では、能代市事業継続支援金の申請受付のほ

か、国の支援の持続化給付金、県の支援の新型コロナウイルス感染症拡大防止協力金

の申請サポートを行い、手続がすべて完了するまで手を貸していただける、住民に寄

り添った対応をしています。

また、納税相談や生活福祉の相談、融資やそのほかの支援制度の相談や案内も行っ

ており、コロナ関連のすべてのことを相談できる窓口で、多くの方々に利用していた

だいています。

本市においても困っている住民に寄り添ったコロナウイルス相談窓口を設置すべき

と考えますが、ご見解をお伺いいたします。

大きな４点目、図書館の感染防止対策について。

近年、生活環境の変化やさまざまなメディアの発達・普及などにより、読書離れ、

活字離れが指摘されています。読書は考える力、感じる力、あらわす力等を育てると

ともに、豊かな情操を育み、すべての活動の基盤となる価値、教養、感性を生涯を通

じて涵養していく上でとても重要です。

コロナ禍で外出自粛が求められる中、自宅ですごす時間がふえ、本に親しむ機会も

ふえ、本市においても閉館していた図書館の再開を待ち望む声や問い合わせも多かっ

たと聞きました。

感染者数のふえている地域もあり、十分な注意が必要です。図書館を利用する際の

新しい生活様式を取り入れた感染防止対策についてお伺いいたします。

多くの方々が利用される図書館です。読みたい本を安心して手に取っていただける

よう、書籍消毒機を設置している図書館がふえてきています。書籍についたほこりや



- 259 -

髪の毛、ダニなどを除去し、紫外線による殺菌・消毒を行うもので、１回の消毒にか

かる時間はわずか３０秒ほどです。見えない未知のウイルスに対する不安を取り除

き、図書館所蔵の感染防止対策のため、図書館への書籍消毒機を設置すべきと考えま

すが、ご見解をお伺いします。

大きな５点目、学校教育について。

新型コロナウイルス感染拡大に伴い、小・中学校の臨時休校が続いたことを受け、

夏休みが短縮します。登校日が減った分、当初の予定より授業が早く進むことで、児

童・生徒への負担がふえることを懸念。学力が定着しているかをしっかり確認するた

めには、夏休み中に登校日を設け、授業時間を確保する必要があると判断したようで

すが、この夏は例年にもまして暑さが厳しいとの予報がある中で、さきの委員会協議

会や議会全員協議会でも多くの議員から指摘があったように、熱中症対策として子ど

もたちの命を守るエアコン設置を早急に決断すべきと考えますが、市長の見解をお伺

いいたします。

また、コロナ禍の影響で、本来であれば元気に動き回っているはずの子どもたち

が、外出自粛生活を余儀なくされ、突然の休校措置等で心や体に変調を来たしていな

いかが危惧されるところです。小・中学校の臨時休校措置への対応について、児童・

生徒の休校中の自宅学習や学習面へのサポートについては、どのように対応されたの

か、学校再開後の生活面や心理面の状況把握とサポートが必要な子どもたちはいな

かったのかについてお伺いいたします。

臨時休校に伴い、パソコンなどの情報通信技術（ＩＣＴ）を活用したオンライン学

習が注目される一方で、そうした機器や通信環境を持たない家庭への対応が課題と

なっています。子どもたちの学びを保障するため、政府は小・中学校に１人１台のパ

ソコンやタブレット端末を整えるＧＩＧＡスクール構想を４年間から今年度内へと大

幅に前倒しして実施する方針です。

本市における１人１台の端末配備は、いつごろを目途に整備されるのか。

各家庭におけるＷｉ－Ｆｉ環境の整備状況はどうなっているのか。

Ｗｉ－Ｆｉ環境が整備されていない家庭への支援策はどうしていくのかについてお

伺いいたします。

今後、一定期間にわたって休校、再開を繰り返す可能性があることを踏まえ、各学
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校の状況に応じた指導体制、教員の加配等、子どもたちの学びの保障に必要な人的体

制の確保が必要と考えますが、ご見解をお伺いし、質問といたします。

○議長（吉田清孝君） 答弁を求めます。菅原市長

【市長 菅原広二君 登壇】

○市長（菅原広二君） 進藤議員のご質問にお答えします。

ご質問の第１点は、予算の執行についてであります。

まず、新型コロナウイルス感染症の感染拡大の影響により、今年度の執行や遂行が

困難となっている事務事業についてであります。

新型コロナウイルス感染症の感染拡大の防止等の観点から、事務事業の取りやめな

どにより不用となる予算の見込み額は、本年５月３１日現在、総額で約２，９５６万

円となっております。

その主な内訳としましては、市議会からご要望がありました政務活動費及び行政視

察費に係る執行辞退分を含む議会費８２７万１，０００円のほか、男鹿駅伝競走大会

の中止による実行委員会への補助金５８５万円、船川港へのクルーズ船の寄港中止に

よる寄港歓迎実行委員会への補助金５１０万５，０００円、男鹿市・春日井市児童交

流学習会の相互訪問の取りやめによる事業予算１６１万円、東京２０２０オリンピッ

ク・パラリンピック聖火リレーの延期による事業予算９７万７，０００円、日本海メ

ロンマラソンの中止による実行委員会への補助金７５万円などとなっております。

次に、執行残の予算についてでありますが、措置済みの予算の執行残については、

予算の適正な執行管理の観点から、不用額の確定状況や関連事業の実施状況を見きわ

め、予算の減額や他事業への組みかえ等を適時行っております。

次に、今後の方針及び考え方についてであります。

本年度においては、累次の補正予算において、財政調整基金や新型コロナウイルス

感染症対応地方創生臨時交付金などを活用し、感染拡大防止、市内経済対策などの関

連予算を措置し、積極的な対策に努めてきたところであります。

今後は、国の本年度第２次補正予算により、同交付金が追加配分されることから、

これらの財源を効果的に活用してまいります。

さらに、既決予算についても、各事業の実施状況を踏まえ、不用となった予算の減

額や組みかえを適切に行うほか、一層の経費の節減を図り、財源の捻出に努めなが
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ら、刻々と変化する状況に柔軟かつ機動的に対応してまいります。

ご質問の第２点は、災害対策についてであります。

まず、地域防災計画及び避難所運営マニュアルの見直しについてであります。

国では、新型コロナウイルス感染症の発生を踏まえ、避難所における避難者の過密

抑制など感染症対策の観点を取り入れた防災対策を推進するため、先月２９日に防災

基本計画の修正をしております。

本市計画については、国の防災基本計画等の修正を踏まえ、今後、見直す予定であ

ります。

また、避難所運営マニュアルについては、内閣府からの「避難所における新型コロ

ナウイルス感染症への対応について」等の通知を受けて、避難所の開設、運営業務に

おける感染症対策の徹底を図るため、「密閉」、「密集」、「密接」の三つの密を避ける

ことや、可能な限り多くの避難所を開設することなど、具体的な対応策を示した避難

所運営マニュアル「新型コロナウイルス感染症対策編」を新たに策定したところであ

ります。

次に、避難体制、避難所の感染症対策等についてであります。

マニュアルにおいて避難前の体温計やマスクなどの準備のほか、検討しておくべき

事項や避難所への受入れ時の検温、健康状態の聞き取りなどの具体的な対応策等を定

めていることから、マニュアルに基づき感染症対策を実施することとしております。

また、今後、職員を対象とした避難所運営訓練を実施するなど、有事の際に適切な

対応ができるよう、万全を期してまいります。

次に、災害備蓄の見直しについてであります。

避難所における感染症対策の徹底と良好な生活環境の確保を図るため、保有してい

る段ボール間仕切りに加え、国の地方創生臨時交付金を活用し、プラスチック間仕切

りや簡易ベッドのほか、手指消毒液等の衛生用品の新たな備蓄整備に向けて本定例会

に補正予算を提案しております。

あわせて、災害ボランティアの方が感染症から身を守るために必要な使い捨て手

袋、マスク及びフェイスシールドなどの防護用品を確保するなど、安全に被災者支援

に携わることができるよう、環境整備に努めてまいります。

ご質問の第３点は、新型コロナウイルス相談窓口の設置についてであります。
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支援策に関する対応については、広報おが及び市ホームページで支援制度の内容と

ともに担当部署、連絡先を周知しております。

特別定額給付金については、対象件数が多いことから特別定額給付金相談窓口を設

置しておりますが、それ以外の支援窓口については、大きな混乱もなく、担当部署に

おいて対応できているものと認識しております。

このことから、本市においては、組織機構を変更して新型コロナウイルス相談のた

めの総合的な窓口を設置することは考えていないものであります。

図書館の感染防止対策及び学校教育に関する教育委員会が所管するご質問について

は、教育長から答弁いたします。

以上であります。

○議長（吉田清孝君） 栗森教育長の答弁を求めます。栗森教育長

【教育長 栗森貢君 登壇】

○教育長（栗森貢君） 教育委員会の所管に係るご質問にお答えいたします。

ご質問の第４点は、図書館の感染防止対策についてであります。

まず、新しい生活様式を取り入れた感染防止対策についてでありますが、本年５月

２６日付で公益社団法人日本図書館協会から発出された「図書館における新型コロナ

ウイルス感染拡大予防ガイドライン」によって対策を講じており、来館者に手指消毒

とマスクの着用をお願いしております。

また、館内の清掃、消毒、換気の実施を徹底して、実際に本の貸し出し手続を行う

サービスカウンターにおいては、アクリル板を設置し、来館者との間を遮断して飛沫

感染を予防しております。

さらに、閲覧室や談話室においては、座席数を減らすなど利用者の間隔を空けるよ

う工夫しております。

図書館は地域の社会教育、生涯学習の拠点であることから、こうしたコロナ禍にお

いてもその役割を可能な限り果たしていかなければならないと考えております。

次に、図書館への書籍消毒機の設置についてでありますが、現在、図書館では図書

の返却時に職員が汚れやごみを除去してから書架に戻し、利用者に気持ちよく借りて

いただけるよう努めております。

ご提案のありました書籍消毒機につきましては、付着しているウイルスや雑菌等の
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除去に効果があるとされていることから、今後、導入している図書館から有効性など

の情報を収集して設置について検討してまいります。

ご質問の第５点は、学校教育についてであります。

まず、小・中学校における熱中症対策として、エアコンの設置についてでありま

す。

夏場の児童・生徒、教職員の学習環境、職場環境整備として、エアコンの必要性は

高いと考えております。今後、多目的教室、図書室及び職員室など、学校ごとの事情

を考慮し、設置について検討してまいります。

次に、休校中の自宅学習や学習面のサポートについてでありますが、各校において

学習課題を準備し、配布するとともに、ホームページを活用して児童・生徒及び保護

者へ周知を図りました。

市教育委員会においても、ホームページにて家庭で活用できる学習コンテンツを紹

介するとともに、市内全小・中学校のホームページを閲覧できるような対策を施した

ところです。

次に、学校再開後の生活面や心理面の状況把握、サポートについてであります。

各校においては、学級担任による家庭訪問や定期的な電話連絡を通して、児童・生

徒の不安を解消する取組を行ってまいりました。

学校再開後には、学級担任を中心に、保護者と情報共有しながら児童・生徒の生活

面や心理面について把握しております。

現段階では、児童・生徒は概ね元気に学校生活を送っており、臨時休業による影響

は小さいと考えております。

今後も児童・生徒に寄り添いながら教育活動が行われるよう、機会をとらえて働き

かけてまいります。

次に、１人１台のタブレット端末の整備については、年内の整備を目指して関連す

る補正予算を本定例会に提案しております。

次に、各家庭におけるＷｉ－Ｆｉ環境の整備状況ですが、市内全小・中学校の保護

者を対象にした調査の結果、約８割強の家庭が整備済みであります。

Ｗｉ－Ｆｉ環境が整備されていない家庭への対応ですが、このたび整備するタブ

レット端末には、ドリル等の学習ソフトも内蔵予定であり、オフラインで活用ができ
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るものとなっております。

また、１人１台のタブレットによる学習環境整備後、再び臨時休業措置がとられた

場合、家庭で通信を使った学習ができない児童・生徒に対しては、学校に登校して学

習ができるよう配慮してまいりたいと考えております。

次に、子どもたちの学びの保障に必要な人的体制の確保についてでありますが、現

在、本市では感染拡大防止策を講じながら、すべての学年で学習が成立している状況

であります。

学級での密を防ぐための措置として、児童数が多い学級を分割することが考えら

れ、そのための教員の加配等が必要となりますが、少人数学級の多い本市の学校にお

いては、その必要性は低いものと考えております。

一部人数の多い学級におきましては、通常の教室より広い特別教室を活用するな

ど、ある一定の距離を保てる空間づくりり等の工夫により対応してまいりたいと考え

ております。

以上でございます。

○議長（吉田清孝君） 再質問ありませんか。１２番進藤優子さん

○１２番（進藤優子君） それでは、１点目の予算の執行からちょっとお伺いしたいと

思います。

先ほど市長からもございましたように、コロナウイルスの影響により、今般、一般

質問でいっぱいご質問が出ていて、２，９５６万円、今、執行困難になっている事務

事業費があるということでしたけども、これは予算を組みかえて、その都度行ってい

ただいているということでしたので、適時そういった形で進めていただければなと考

えるわけでございます。

国からの感染症に対しての地方創生臨時交付金の活用ということで、今定例会にも

予算が示されているところでございますが、聞くところによると交付になった金額、

男鹿市ではまず１億５，２００万ですか、ですけれども、ほかの市町村では、交付に

なった額とそのまま同じ額の予算を組んでいらっしゃる自治体もあったと伺っており

ます。そうした中にあって、その１億５，２００万の地方創生臨時交付金に対して、

男鹿市では本当にいろんな対策をとっていただいて、一般財源から２億４，０００万

の財源を出していただきながらのこの計画を立てていただいて、今、遂行していただ
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いているということで、非常にそういった取組はありがたいものだなというふうに感

じているところでございます。

この後、本当に支援の行き届かないというか、一番大変なところからということで

市長も何度もおっしゃって、手を入れていくということをおっしゃっていただいてお

ります。記者会見のときに、ナマハゲのマスクをして市長が会見されたのを見ました

が、男鹿の観光はめちゃくちゃだといったその言葉が頭から離れないわけでありま

す。それで、一番大変なところに手を入れていただく、そこから手を入れていただく

というのは、もちろん一番大事な部分だと思っております。しかしながら、手の届か

ない部分、観光が主要でありますので、そこが一番という部分はございますが、そう

いう手の届かない部分、今後二次補正でという形で考えていらっしゃるものではない

かなと考えるわけですけれども、まだその方向性が、昨日の部長の話だと、まだ何に

どういった形で使えるか、いくら使えるかというのは示されていないんだというふう

なお話がございました。大枠としては、家賃補助であったりとか、持続化給付金の今

まで該当にならなかった方のところとか、大枠ではいろんなことが出てきているわけ

ですけれども、その詳細をまず詰めていただいて、男鹿市に合った、男鹿独自のって

いいますか、そういったものをまた考えながら、本当に支援の行き届かないところに

も手を入れていただくというふうな形をとっていただければというふうに考えるわけ

です。

今、いろいろ打っていただいている宿泊助成にしても、非常に早い取組で、どこよ

りも早かったのかなって、そこに県が乗っかって非常にいい形で進んでいるのかなっ

ていうことも感じておりますので、そうした、皆さん今定例会でもほかのところはこ

ういうのをやっている、こういうのをやっているということがございましたけれど

も、男鹿を見習って宿泊助成とかもその後で始めているところとかもございますの

で、いろんな考え方をもって知恵を絞りながら、また新たな取組を次々と打っていた

だきたいな、限りある財源ではありますけれども、打っていただきたいと、有効な活

用をしていただきたいと思いますので、その点はよろしくお願いしたいと思います。

これちょっと私、今回、定例会の質問の中に入れようかなとも思ったんですけれど

も、ちょっと躊躇した部分があった部分ですが、ちょっと紹介させていただきたいと

思います。この後、ひとり親世帯の５万円ですか、５万円と、２人目３万円とかとい
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う、そういったものが追加の議案で出てくる部分でございますけれども、これ一石四

鳥の支援ということで、これ姫路市が行った、知恵を絞った取組なんですけれども、

新型コロナウイルスの影響で暮らしが圧迫されているひとり親家庭に、自治体が現金

を配る動きが広がる中、兵庫県姫路市が一石四鳥の効果を狙った取組に乗り出すとい

うことです。何で質問の中に入れなかったかというと、非常に困っている方、やっぱ

り自分であればどうかなって考えたときに、やはり現金の方がと思ったので、ちょっ

とこれは質問の中には入れれなかったという部分もあったんですけれども、一石四鳥

の効果を狙った取組ということで、まずは市が地元の農作物などを買い取って生産者

を支える。そして、発送用の荷造りをイベント業者らに委託をする。続いて、タク

シー会社に配送を任せ、ひとり親家庭への食卓へ届ける。直接的な現金給付とは一線

を画しているわけですけれども、コロナ禍に直撃された市民とその業界を同時に守る

取組ということで、こういった取組をされているようなところもございましたので、

このままという形ではないですけれども、今、“タクメシ”とかもやっていただいた

りとかしておりますので、そうした活用というか、売れないというか、今まで売れて

いたものが、売れていなかったもので、そういった形で活用できるものはあるのでは

ないかなという形も思います。ひとり親家庭なのか、生活困窮者なのか、そういった

部分も考慮しながら、そういった形の考え方もできるのではないかなということで進

めて、いろんな知恵を、もっといい知恵があるかもしれませんので、知恵を絞りなが

ら、すべてよしということにはならないんですけれども、うまく回るような方々が少

しでもふえるような取組を、知恵を出しながら進めていただけたらなというふうに考

えているところですので、二次補正に関しても次々と新たな手を打っていただきたい

と、それはお願いというか打っていただければと思っております。

災害対策につきましても、国の方からいろんなこのコロナ禍の中で示されていると

思いますけれども、そういったものが次々と手を打たれているということで、非常に

うまく進んでいてありがたいなと感じたところでございました。

ただ、これからその避難所運営であったりとか、人が集まっていろんなことをする

というのが、今までできなかった部分でもあると思いますので、職員の方々が中心に

なってのその避難所の運営であったりとか、仮にこうした中で大雨が降ったりとか、

避難所を開設しなければいけないというときにスムーズにできるような、その体制を
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日ごろから訓練はしていただいている部分だとは思うんですけれども、想定外のこの

コロナの部分でございます。それを踏まえながら、何もないのが一番なんですけれど

も、あった場合に対応できるような取組というものをしていただければと考えており

ます。

災害備蓄の見直しについても、いろんな国から示されている部分のものが十分整う

のではない、これからですね、整うのではないかなというふうな形で思っているんで

すけれども、一時期、マスクであったりとかフェイスシールドであったりとか、そう

いったものが全く入ってこないような時期があったんですけれども、今この段ボール

ベッドとかにしても、日本全国どこでもこういったものが必要とされるときにあっ

て、注文したものがすぐ入ってきて備えることができるものなのか、そこをちょっと

お伺いしたいと思います。

危機管理室の方からいただいた災害備蓄の状況、これにいろんなものが加わってい

くものだと思うんですけど、これ見た限りでは、まだまだ全然不十分かなという感じ

がしておりますので、この避難所になっているところ、これでそのホテルを活用した

とか、そういったいろんな部分が今、国の方から指針としては出されているわけで

す。男鹿市では大規模というか、非常にたくさんの方が避難されたというのは、私

ちょっと記憶にないかなという部分もあるんですけれども、仮にそういったことが起

きた場合、この避難所の数で足りるのかどうなのか、そうしたことも含めながらこれ

から検討が必要ではないかなと考えるわけですけれども、そこら辺についての方向性

をもう一度お伺いしたいと思います。

災害ボランティアに対しても、使い捨ての手袋、マスク、フェイスシールド、これ

もこれから届くような形になるんでしょうか。

男鹿市では、災害ボランティアの事前登録制度とかも進めていただいておりますの

で、何かあった場合に、そういった方々が動いていただけるというような形もあろう

かと思いますので、安全な形で活動ができるような体制を整えていただきたいと考え

ているところでございます。

先ほどもちょっと申しましたけれども、コロナで不安になったりとか、いろんな感

情はやっぱり今、市民の皆様も持っておられる中で、何か災害が発生した場合に、

やっぱりその避難所に避難をしなくてはいけないという状況になっても、避難しない
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で家にいようと思う方々がふえてくるのではないかなという感じもしております。そ

うした方々が、例えばその避難所ではなくて知り合いの家なのかどこなのかってい

う、その避難先を仮に家じゃないところに決めたとしてってばあれですけれども、そ

うした方々が誰がどこにというか避難したっていうことがわからないと、後でその状

況把握というのが非常に大変になってくるのではないかなということも考えておりま

す。以前、マイタイムラインということもお話させていただいたこともございました

けれども、自分、我が家、どこにどう避難するのかというのが、これから非常に問わ

れてくる、何かあったときに問われてくるのかなって、それを管理できなければ誰が

どこに行ったかわからないような状況が出てくるのかなという形も思いますので、そ

こら辺についてはどのように考えておられるのかお聞かせいただけたらと思います。

コロナウイルスの相談窓口の設置については、市長が先ほどおっしゃいました。支

援策については、広報、ホームページ、担当部署で十分というか、それでうまく回っ

ているというか、ような話もされておりました。商工会でもものすごい何といいます

か素晴らしい支援策、二枚ものですか、になったすべての支援が載ったようなものが

出ておりましたけれども、きのう佐藤誠議員もおっしゃっておりましたけれども、支

援が必要な人、そういった方が商工会に直に行くのかなっていうのが非常に疑問を感

じるわけです。商工会関連の方であれば、商工会に行くし、商工会から話聞いてた

よっていう方々もたくさんいらっしゃいました、いろんな支援策を。でも、そうでな

い方々、緊急の貸し付けであったりとか、いろんな制度があります。社会福祉協議会

であったり、市役所であったり、国に直接であったりとかって支援がいろんなところ

に分かれている中で、きのうの部長のお話というか答弁だったんですけれども、支援

策は行き先が確定しているので、まず窓口は必要がないのではないかというお話をさ

れておりました。行く先が確定しているっていうのは、それはわかる方が考える先の

確定しているなんです。支援策、自分がこれなんだってわかって行く人は、そこに直

接行かれると思います。でも、自分がどれにどう当てはまってっていうような方々

は、確定していてもそこにたどり着けないんです。そうした方々に対する配慮とい

うんですか、市役所には相談は１件もないのかなっていうのは私は非常に不思議でな

らないんです。相談を寄せられないところなのかなというふうな思いもしているわけ

です。そこに問題があるのではないかなと思うわけですけれども、必要ないと感じて
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いることが私にとっては不思議なんです。行った先でも困っている方が結構いらっ

しゃいます、実際に。その持続化給付金にしても、まずスマホ、パソコンをお持ちの

方で、うまく使える方であればそれはできます。そうでない方々、これ５月８日に県

の方に公明党の方で要望に行ってまいりました。持続化給付金の窓口は代行でも何で

もやっていただけるところをということで、国の動きもありましたので、５月中に、

ここ近辺でいうと秋田市とか能代市、まず秋田市にもその会場はできました。でも、

秋田市まで行かないといけません。この後、そうしたものがないところにキャラバン

隊というんですか、出向いていただいて直接やっていただけるところは、派遣という

かそういうものを来ていただけるような、そういうこともございますので、そうした

機会もぜひつくっていただきながら、この男鹿にいて申請というか手続ができるんだ

よという、そういった形もこの後進めていただけないものかなということを思ってお

りますが、その辺についてはどういうふうなお考えをお持ちなのかお聞かせいただき

たいと思います。

図書館に関してですけれども、新しい生活様式を取り入れた感染防止対策は十分に

行っていただいているということでございましたので、まず安心をしているところで

ございます。図書館、先ほど鈴木議員もおっしゃっていましたけども、図書館、本当

に古い図書館ではありますが、冷房も設置されており、Ｗｉ－Ｆｉ環境も整ってお

りっていうことで、私この間行ってきたときに本を読まれている方がいたりとか、空

間がありました。その中で本を読まれている方とか学生さんが勉強に行くこともある

のかなと思いながら見てきたわけでございますが、そうした中でいろんな対策はとっ

ていただいて、例えば涼しい環境で勉強しようとかって思った人は滞在時間が長くな

るとか、いろんなそういったリスクとかも出てくるのかなということも思いつつ、そ

うしたことに対する対応というか、でも何時間で出てくださいというのも、またどう

なのかなという感じもしているところですけれども、そうしたものを考慮していただ

きながら、何とかうまいような形でできるものがあれば進めていただけたらと思うと

ころでございます。

書籍消毒機につきましては、これ私、以前も一度質問をさせていただいている部分

があるんですけれども、そのときは殺菌というか消毒の効果はどうなのかという部分

もございまして設置には至っていないということですけれども、このコロナ禍の中で
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本に触れるということは非常に大切なことだなって思う中で、結構若いお母さんたち

なんですけれども、本を借りに行って、借りた本を子どもに直接持たせるということ

に非常に抵抗のある方が、やはりいらっしゃるんです、お話を聞いたところ。きれい

にはしていただいているし、返ってきたものをもちろんきれいにしていただいてから

借りてくるという部分はわかるんですけれども、例えばたばこのにおいが気になった

りとか、髪の毛が挟まっていたとか、いろんな部分があって、子どもに手渡す前に

ちょっと一回拭いたりとかしながら渡しているという方も多くというか、聞いた限り

ではいらっしゃいました。そういった方々が本当に安心して手に取っていただけるよ

う、これは多分臨時交付金が活用できるものではないかなというふうに考えておりま

すので、そうしたものをぜひともやっぱり設置していただいて、安全に本に触れてい

ただくような環境をつくっていただければと思いますが、よろしくお願いしたいと思

います。

あと、学校教育について、臨時休校についてのお話は、皆様からもたくさん質問が

ありまして、十分了解したところでございますが、心理面と言うんですか、につい

て、そこが非常に気になるところなんです。影響は小さいと考えているというお話が

ございました。全くないではないのかなという部分も思って聞いていたわけですけれ

ども、この学校が始まる前に子どもを持つお母さんからの声で、学校始まるんだけど

行きたくないって言ってるんだよねっていうふうな声とかも、ちょっとお聞きしてい

たので、そうした子どもたちが直接学校に行って子どもたちとふれ合う中で、楽し

いっていう思いの方がね、先に立っていただけると、その不安は払拭されるものかな

とも思いますが、例年もそうですけれども、連休明けだったりとか休み明けに子ども

たちの心が非常に不安定になって学校に行きたくないとか、命を絶ってしまう子ども

さんがいたりとか、そういった形のものが多く聞かれるという部分も、それは教育長

も御存じだと思いますけれども、そうした中で子どもたちの心のケアというか、具体

的に表には今出てないのかもしれないですけれども、いろんな不安を抱えている、そ

うしたものを吐き出すというか聞き出すといいますか、ちょっとした変化も見逃さな

いような、そういった教育というかそういうものをしていただけたらなと思うところ

です。

１人１台の端末配備は、まず年度内の整備を目指しているということでございまし
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たけれども、これまず全国的にどこでも、すべてやっぱりこの１人１台に向かって今

スタートしているわけです。多少の遅い早いはあっても。年度内の整備ということを

目指しているわけですけれども、それまで目途がたつものなのか、そこをもう一度お

伺いしたいと思います。

家庭環境、８割強の家庭でＷｉ－Ｆｉが環境整備されているという、やはり若い

方々はこういった環境が整っているのだなと思って今聞いていたわけですけれども、

オフラインのものでＷｉ－Ｆｉ環境がなくてもできるんだということもございました

けれども、これ準要保護児童生徒に関しては、貸し出し用のＷｉ－Ｆｉだったりとか

そういったものに対しても今回の補正とか充てれるような形になって、１人１万円ま

でですか、なっているような形もございますので、そういったものも活用しながら進

めていくという方向性というか考えはお持ちなのか、そこもお伺いしたいと思いま

す。

そして、時間もなくなってまいりましたが、エアコンの件です。このエアコンなん

ですけれども、議員の皆様からも話がたくさんありまして、教育委員会としてもエア

コンの必要性、設置はもうしたいんだという思いが伝わってきているわけですけれど

も、設置に向けてということで部長の方からもお話ございましたけれども、市長の口

からちょっとお伺いしたいです。エアコン設置について、どのような考えをお持ちな

のか。今この庁舎の大規模改修とかも実施設計ですか、計画があって、庁舎にエア

コンないわけですね。そうした中で職員の皆様が夏になると、首にタオルをまいて、

汗を拭きながらもう大変な中で仕事をされているというのは数年見てきてわかりま

す。この庁舎にもエアコンが必要だというものも十分感じている中で、じゃあ学校に

仮にエアコンがつかなくて、庁舎にエアコンがついていいのか、どこが優先なのかと

考えたときに、市民感情、保護者感情を考えたときに、どうでしょうか。検討してお

られる、財源とかいろんな部分あろうかと思います。検討しておられるということで

したけれども、市長のお考えをお聞かせいただきたいと思います。

○議長（吉田清孝君） 佐藤総務企画部長

【総務企画部長 佐藤透君 登壇】

○総務企画部長（佐藤透君） 私からは、避難所関係の部分について答弁させていただ

きます。
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まず一つ目、備品、これから発注で入ってくるのかということでございましたけれ

ども、質問の中にもございましたように、一時の混乱は解消されております。ある程

度の日数は当然必要ですけれども、この部分については納入可能というぐあいに見積

り段階で確認しております。

次の避難所の数、この部分について足りるのかと、その先の検討はということでし

たけれども、実は国の方からも可能な限り多くの避難所の開設を目指しなさいという

ような通知を来ております。従来、うち方で指定している避難所のほかに災害時にお

ける宿泊施設等の提供に関する協定書ということで、大きい組織になりますけれど

も、秋田県旅館ホテル生活衛生同業組合、これの男鹿支部ということですけれども、

ホテル関係ですね、ここのところと協定書を結んでおりまして、そちらの利活用も可

能だというぐあいに協定書を結んでおります。災害発生時には活用できるものと考え

ております。

それと窓口の件でございましたけれども、残念ながら苦情は私どもには届いており

ません。それがいいことなのかどうかというのは、またそれぞれの判断になるかと思

います。私どもとしては、スムーズな対応ができていると感じていたところですが、

昨日のご質問の中にもありましたように、実質的には困っているというお話もござい

ましたので、その辺の部分については相談者にそって対応できるよう、これからも検

討していきたいと思っておりますし、今後いろんな施策を打っていきます。７月の広

報にもそれぞれの問い合わせ先の窓口、これも十分記載していく予定でありますけれ

ども、それ以上に相談される方が迷わないような周知について努めてまいりたいと考

えております。

○議長（吉田清孝君） 太田教育総務課長

【教育総務課長 太田穣君 登壇】

○教育総務課長（太田穣君） お答えいたします。

私からは図書館の利用の状況について、書籍消毒液について、それとタブレット納

入の年内配備の状況についての３点についてお答え申し上げます。

はじめに図書館の利用についてでございますが、３０年度の実績におきまして１万

１，８４２名と、また、令和元年度におきまして１万２，２４４人の方が図書館の方

を利用されております。今後の図書館の方の利用につきましては、教育長答弁にもあ
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りましたとおり、閲覧室や談話室においては、座席数を減らすなど利用者の間隔を空

けるように工夫して、密を避けて利用について行ってまいります。いずれ図書館にお

きましては、地域の社会教育、生涯教育の拠点であることから、重要な学びの拠点で

あると思いますので、工夫して利用について努めてまいりたいと考えております。

あと、書籍の消毒液についてでございますけど、現在県内では６市町が導入してお

ります。また、今年度においては２市が導入予定と伺っております。教育長の答弁に

もございましたが、今後、導入している図書館から有効性などの情報を入手いたしま

して、設置について検討してまいりたいと考えているところでございます。

それと３点目のタブレットにつきましてですが、昨日もお答えしておりますが、Ｇ

ＩＧＡスクール構想が前倒しになったということで、業界では５月から量産体制に

入っているということを伺っております。多くの端末の部品が東南アジア、また、中

国から輸入されているということから、なかなか早期の導入は難しいとは考えており

ますが、できるだけ早く、年内にできれば目指して導入についてがんばってまいりた

いと思いますので、よろしくお願いしたいと思います。

以上でございます。

○議長（吉田清孝君） 加賀谷学校教育課長

【学校教育課長 加賀谷正人君 登壇】

○学校教育課長（加賀谷正人君） 私からは、児童・生徒の心理面について、それか

ら、Ｗｉ－Ｆｉ環境等につきましてお答えいたします。

心理面につきましては、今年度から各中学校４中学校に県教委からスクールカウン

セラーが配置されております。週１回から３回というような形で、なかなか回数的に

は少ないんではありますが、各回におけるスクールカウンセラーが面談等を計画的に

行って、児童・生徒の悩みを聞くことを進めております。

また、中学校だけでなく小学校の方におきましては、各学級担任が中心となりまし

て個人面談を行うなど、子どもたちの小さな変化を見逃すことがないよう、きめ細か

な観察、指導に努めている状況であります。

Ｗｉ－Ｆｉ環境につきましては、先ほど教育長がお話しましたように、市内では８

割強の家庭で整っている状況でありました。

今後、再び臨時休業がとられた場合には、前回のような学校施設を全く開放しない
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ような臨時休業は想定されておりません。必要に応じて学校施設を開放した、活用し

た臨時休業がとられるものと想定しております。その際、家庭で過ごす子ども、また

は学校やそのほかの場所で過ごす子どもがいると考えられます。家庭にＷｉ－Ｆｉ環

境がない児童・生徒、または学校での学習を希望する生徒につきましては、学校でＷ

ｉ－Ｆｉ環境を使って学習できる環境を整えるなど、柔軟に対応してまいりたいと考

えております。

しかしながら、まず今後、コロナ対策とは関係のない通常期におきまして家庭にお

けるタブレット学習を、より効果的に進めていくためには、やはり家庭におけるＷｉ

－Ｆｉ環境を整えていく必要があります。まずは各家庭において、残り１０パーセン

ト未満、１５パーセント程度なんですけれども、できるだけ各家庭において児童・生

徒が学習できるよう、Ｗｉ－Ｆｉ環境整備を進めてくださるよう各家庭の方に依頼す

るとともに、先ほどお話がありました経済的理由等により、整備を進めることができ

ない家庭に対しましては、モバイルＷｉ－Ｆｉルータの貸し出し、または就学援助等

において手当することができないか、今後検討してまいりたいというふうに考えてお

ります。

以上となります。

○議長（吉田清孝君） 小玉観光文化スポーツ部長

【観光文化スポーツ部長 小玉博文君 登壇】

○観光文化スポーツ部長（小玉博文君） 私からは、持続化給付金の相談対応について

お答えさせていただきます。

持続化給付金は、ホームページからしかまず申請できないということで、パソコン

操作に難儀されている方に対しましては、議員ご説明のとおり、秋田県内に五つのサ

ポート会場というものを設けておりまして、そこで申請いただけるということになっ

ております。ただ、なかなか足を運ぶのも大変だということで、そういったサポート

会場が開設されていない市町村においては、キャラバン隊が派遣されるというふうに

伺っております。

このサポート会場については、６月以降もさらに追加していくという情報も伺って

いるところなんですけども、まずはキャラバン隊への参加、そういったところを積極

的に事業者の皆様に周知に努めてまいりたいと考えております。
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また、ちなみにですけれども、商工会の方では、やはりそういう直接的に申請の代

行という事務までは行っておらない状況ですけども、ある程度どういった書類が必要

であるのか、そういったところのサポートということで、今、そういう役割で進めて

いるというふうに伺っているところでございます。

具体的に、また今後もどういった対応が、サポート可能なのかといったところは、

また商工会とも引き続き協議してまいりたいと考えております。

○議長（吉田清孝君） 佐藤総務企画部長

【総務企画部長 佐藤透君 登壇】

○総務企画部長（佐藤透君） すいません、答弁漏れがございました。先ほど、避難所

以外で避難する方、この辺の把握をどうするのかというご質問もございました。

今回、市の方でつくりました避難所対応マニュアル、その中でも指定避難所以外へ

の避難の検討ということで項目を新たに設けさせていただきました。その中では親戚

や友人宅等への避難というものを選択肢の一つとしておりますし、テント泊、車中

泊、この辺の検討というものも一つメニューとして入れております。ただ、この部分

については、今つくったばっかりですので、これの運用について、どういうぐあいに

把握していけるのか、その辺、先行事例もあると伺っておりますので、その辺を調査

しながらその部分について検討させていただきたいと思います。

○議長（吉田清孝君） 菅原市長

【市長 菅原広二君 登壇】

○市長（菅原広二君） 進藤議員のご質問にお答えします。

ご指名いただきましてありがとうございました。まず、初めてほめていただいたの

で、非常にうれしいです。手前味噌ですけれども、私が頑張ったんじゃなくてスタッ

フ、そしてまた、皆さんの意見、そしていろんな人たちの意見を聞きながら、いろん

な問題について進めてきました。

定額助成については、私に総務省の財政課長から直接電話ありました。何とか早く

支給してくれということで、県内でもかなり早く配布したはずです。そして支給もか

なり早い支給で、支給率も非常に高いと、そういう状況だと思っています。

この前、ある首長から聞いたら、なかなか進まなくて業務が大変だと。マスコミに

はたたかれるばっかりで、男鹿市はいいよなと、ほめてくれてばっかりでと、そうい
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うことを言われたりしました。

それから、宿泊助成については、皆さんのご理解で、私は市民から苦情が来るん

じゃないかと、どうして観光業者にだけだという話をされると思ったんですけども、

非常にそういう苦情は一件もなく、あと、県に行っても非常に評価が高いです。ほか

の市、町からも、男鹿を見習ってやっていきたいと。やっぱり観光、地域の元気の起

爆剤になっていると、そういうことをいっておだてられています。

それから、事業者への緊急支援も早いと。だから、やっぱりそのスピードが大事だ

ということで、その早さについては非常に評価されています。３０万円遅いよりは２

０万円早い方がいいんだと、そういうこともいわれています。

それから、タブレットについて、男鹿市がタブレットをやってくれたので、思い

切ってね、私は金がなくてもやったんだと。それは米百俵の２年でやったんだという

話をしました。記者会見のとき。それで、県内の市、町でもそういう対応を急いでい

るようだと、そういうことをいってくれています。

私、今回の緊急事態について思ったことですけども、いろんなことをすぐ話し合

う、議員とも、いつでも議会を開いてやると。国会でも休まないでやってるんです。

県議会でも全県から集まってやっているとき、こういう狭い男鹿半島の中だから、何

かあったらすぐ集まってみんなで相談すると、そういう体制が大事なんじゃないかな

と思っています。

そしてまた、対立する構図じゃなくて、いろんなことをお互いに意見を述べ合っ

て、いい方向性を見出していくと、そのことが大事だと思っています。だから先ほど

から話している諸問題についても、常に話し合うと。私は市役所の職員にはっぱ掛け

ていることは、会議のときまでとっておくなと。問題あれば、即だと。まず口頭でも

いいから話しろと。役人は頭いいもんだから、まとめてからもっていきますって、ま

とめるにやっぱり二、三日かかるんですよ。即、即と、そういう対応で、何かやっぱ

りリズム感がよくないと、問題を常に先に進めていきたいと、解決して先に進みたい

と、そういう思いでありますから、何とか皆さんとも常にやっていきたいというそう

いう思いです。

前置きが長くなりましたけども、そういうことで、あと、それが第１番目です。

３番目の商工会に相談に行くのかっていう話をされましたけども、このことについ
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ても、私は市役所の中だけじゃなくて観光協会、商工会、いろんな男鹿市に来ている

苦情は全部私によこしてくれと、苦情はトップまでだということで月曜日にもまた改

めて指示をしています。なかなか苦情が入ってこない。ばかくさいことでもいいか

ら、トップまで出してくれという話をしてます。今回のことについて、本当に私の

アンテナが悪いんでしょうけども、入ってきてないです。

私は日ごろから皆さんに何度も言ってますけども、国の問題だ、県の問題だからっ

て振るのはやめてくれと。困っているのは市民だし、市のこの地域で起こっている問

題だから、そのことは全部市長を通していくようにやってくれという話をしていま

す。

現にこの前、非常にうれしいことがあったのは、知事に陳情に行きました。脇本の

踏切前の歩道がないので、その歩道の設置について私が県会議員のときからずっと

やっててなかなか決まらない。そしたら、財務事務所の所長に頼んだら、財務事務所

の所長が直接見に来てくれたんです、現場を。それで、そのことを土地を市に払い下

げすると、そのことで用地が一気に決まっていく、そんな状況なってます。県の本課

の建設部長が非常におだててくれて、国・県・市と連携してやっていけるこういう公

共事業は非常にありがたいと、市が用地決めてくれたことについて感謝していると、

そういうお褒めの言葉をいただいているので、何かそのことについても前向きにとら

えていきたいと思います。

だけど、私市長なってから非常に難しいと思っているのは、広報がやっぱり難し

いんですね。こういうこのクレーム、どういうふうに持続化給付金、非常に難しいそ

うです。私も国の役人からも聞きました。だから、こういうことをどうやっていけば

いいのか、相談窓口とか防災無線とかね、そういうのを使ってもいいと思ってます。

やっていくべきじゃないかなと思ってます。

最後に、エアコンの一番大事なとこなんでしょうけども、このことについても、

やっぱり私は議論が不足してあったと。もっともっと早くね、こういう議論をしてく

れれば、いろんな対応ができたのかなということ思っています。

教育委員会ともきちっと何度か話しました。それで、いろんな問題、課題が見えて

きています。私は横並びっていうのはうまくないと思って、男鹿市は男鹿市の事情が

あるし、よく調査してくれと、そういう話の中で、やっぱり北中とか北陽小学校と



- 278 -

か、そんなに必要としてないと、そういうアンケート、正直ですよな。だけども役人

の発想からいくと、一律にやらなきゃだめだろうということをいうんですよ。私は今

は一律って時代はないと思っています。困ったところにだけやればいいと。あれかこ

れかと。すべてとか、あれもこれもっていう時代じゃないですよね。だから、そうい

うことを、そしてまた、話している中で何が大事だかというと、やっぱり図書館とか

そういう中で、ちょっとでもいいから休める場所がほしいんだと、全部じゃなくて

も、例えばそういう話も出たり、その中に職員室の話も当然あるだろうということを

考えています。だから、いろんなことをやらないとかじゃなくて、皆さんと協議しな

がらやっていきたいと。その中で私にやっぱり忖度してくれているのは、やっぱり財

調、金がないということが非常にやっぱり男鹿にとって弱いことだと思っています。

先ほどもいったように、皆さんが私よりも詳しいと思いますけども、秋田県で最下位

ですよね。最下位から２番目に圧倒的に離されているんですよ。それで、松下幸之助

さんが経営の心得でいっていることは、ダム式経営だと。雨がいっぱい降ったときダ

ムに貯えて、水がなくなったとき放出していくと、そういう経営が大事だと。やっぱ

り貯えがないと、やっぱりやっていけないですよね。民間の経営哲学でいくと、二、

三年は、もし仕事が取れなくてもやっていくと、そういう気持ちのことが大事だと

思っています。何とかその覚悟もしながらやっていければなと思っています。そうい

うことで、そのエアコンについては、金のことをね考えて、何回もくどいですけど

も、１番はやっぱり命、２番は経済、そしてまた３番目にそういう金の財政事情を考

えて、こういうことで述べてきていることがあります。だから、常に一回決めても

ね、誤りは改めるにしかずで、いろんなことを議論していくべきです。私、エアコン

のことは昨年で一回決着ついたと思ってあったんです。それでいいと思ってあったの

で、またまたいろんな話が出てきました。だから、これからもひと夏通して、もう一

度様子見て、どこが一番だめなのか、そういうことを検討していくし、サーキュレー

ターとかいろんな対応もしていくと、ソフト面での対応もしていくということでやっ

てますので、何とか皆さんからもいろんなご指摘をいただければありがたいと思いま

す。

以上です。

○議長（吉田清孝君） さらに質問ありませんか。１２番



- 279 -

○１２番（進藤優子君） ありがとうございました。

質問ではないですけれども、今、子どもたちのこと、話、この夏を見てというお話

がございました。子どもたちは、本当に未来の宝であります。その宝を守ることが男

鹿市を守ることにつながっていくと思いますので、賢明な判断をご期待して終わりた

いと思います。

○議長（吉田清孝君） １２番進藤優子さんの質問を終結いたします。

○議長（吉田清孝君） 以上で、本日の議事は終了いたしました。

明日１９日、午前１０時より本会議を再開し、議案に対する質疑を行うことにいた

します。

本日は、これにて散会いたします。

午後 ２時１４分 散 会
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